
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

友好親善訪問団報告書 

２ 

平成２０年度
デルフザイル市友好親善訪問団派遣事業
 

周 南 市 

デルフザイル市



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 人
々
と
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
通
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
の
伝

統
や
文
化
を
吸
収
す
る
と
と
も
に
、
日
本
の
伝
統
文
化

を
伝
え
る
な
ど
し
、
積
極
的
な
交
流
に
努
め
て
こ
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
報
告
書
は
、
こ
う
し
た
団
員
一
人
ひ
と

り
の
か
け
が
え
の
な
い
貴
重
な
体
験
や
感
動
を
あ
り
の

ま
ま
に
綴
っ
た
も
の
で
す
。 

 

こ
の
た
び
団
員
と
し
て
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、

今
回
の
体
験
で
得
た
こ
と
を
学
校
や
地
域
の
多
く
の
人

た
ち
に
紹
介
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
今
後
の
本
市

の
国
際
交
流
活
動
に
も
積
極
的
に
参
加
、
協
力
さ
れ
、

将
来
、
国
際
化
社
会
の
中
で
活
躍
さ
れ
る
人
に
な
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
本
事
業
の
実
施
に
あ
た
り
、
デ
ル
フ
ザ

イ
ル
市
役
所
や
実
際
に
日
々
の
活
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計

画
さ
れ
た
コ
ニ
ン
ギ
ン
・
ウ
ィ
ル
ヘ
ル
ミ
ナ
音
楽
協
会

の
方
々
、
さ
ら
に
は
、
団
員
を
暖
か
い
お
も
て
な
し
で

受
け
入
れ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の

方
々
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

周
南
市
長 

 

島 

津 

幸 

男 

 

あ 

い 
さ 

つ 

周
南
市
で
は
、
姉
妹
都
市
交
流
事
業
の
一
環
と
し
て
、
友

好
親
善
と
相
互
理
解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
国
際
感
覚
の
豊

か
な
青
少
年
を
育
成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
中
高
生
を
姉
妹

都

市

へ

派

遣

す

る

事

業

を

行

っ

て

お

り

、

平

成

二

十

年

度

は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
に
中
学
生
九
人
、
高
校

生
三
人
、
同
行
職
員
一
人
の
計
十
三
人
を
派
遣
し
ま
し
た
。

デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
へ
の
訪
問
は
、
平
成
二
年
の
姉
妹
都
市

提
携
以
来
、
今
回
で
九
回
目
と
な
り
ま
し
た
が
、
各
団
員
た

ち
は
、
多
少
、
こ
と
ば
の
壁
は
実
感
し
た
よ
う
で
す
が
、
訪

問
先
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
な
が
ら
、
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
の



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

姉妹都市提携までの 

あゆみ 
 

旧新南陽市では、国際化時代がさけばれる中、

姉妹都市の必要性を認識し、候補地を探していた

ところ、地元企業である株式会社東ソーにより、オ

ランダのデルフザイル市が紹介された。両市は国

際貿易に基本を置く港湾化学工業都市であるとい

う類似した都市形態を背景に、お互いの文化、生

活様式の相違性の理解を深めることが大切である

とし、平成２年５月２２日に姉妹都市提携調印団を

デルフザイル市に派遣して、調印を行った。周南

市になった後も引き続き交流を続けている。 

 

デルフザイル市 

アムステルダム 
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デルフザイル市について。 

市の概要 

 

デルフザイル市は、オランダのフローニンゲン州北部に位置

する港湾都市である。岩塩と天然ガスの発見により化学工業を

主体とする工業の街として発展した。また、自然の良港を有し、

周南市と都市形態が似ている。住宅街はレンガ造りの瀟酒な家

並みが並び、自然を多く残した美しい街である。(デルフザイルと

いう名は、デルフ川にあった水門「ザイル」に由来している。) 

●人口／約３万３０００人 

●面積／約５５k㎡ 

●言語／オランダ語、英語 

●通貨／ユーロ(EURO) 

●交通／アムステルダムから車で約３時間 

 

 

NNeetthheerrllaannddss  GGrroonniinnggeenn  ( オランダ フローニンゲン ) 

Delfzijl 
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人生が変わった９日間 
姉妹都市デルフザイル市での国際交流 
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平成２０年７月３０日(水)から８月７日(木)の９日間、中高生・市職員

１３人による友好親善団を姉妹都市オランダのデルフザイル市へ

派遣しました。団員たちは出発前にいただいたアドバイス 「一歩踏

み出すこと」「失敗を恐れないこと」などを胸に、ホストファミリーとの

英語とオランダ語の生活やオランダ伝統の活動の中で、団員それ

ぞれが設定した目標、「外国人の友達を作りたい」「英語を学びた

い」などの実現に向けて積極的に行動しました。 
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7/30(水) ● 14:25 

● 16:24 

● 17:00 

周南市 

大阪市 

 

徳山駅発(新幹線ひかり 464 号) 

新大阪駅到着 

ホテル到着、宿泊 

7/31(木) ● 7:50 

● 8:18 

● 9:23 

● 11:15 

 

● 16:20 

● 17:10 

 

 

関西空港 

 

   

 

アムステルダム 

ホテル出発 

新大阪駅発(はるか 9号)、関西空港へ 

関西空港到着後、出国手続 

関西空港出発(KL868) （時差－７時間） 

 

スキポール空港到着、入国手続 

ホテル到着、宿泊 

8/1(金) ● 9:00 

● 14:00 

● 17:45 

 

 

 

  

 

アムステルダム市内視察（国立博物館、運河等） 

アムステルダム出発、デルフザイル市へ（大堤防経由） 

デルフザイル市到着、歓迎会、ホストファミリー面会 

ホームステイ 

8/2(土) 

  

● 午前 

● 14:00 

● 19:20 

 

 

 

 

デルフザイル 

ホストファミリープログラム 

田舎ゴルフ、弓体験、いかだ作りなど 

交流会（オランダ伝統ゲーム、パンケーキ作り等） 

ホームステイ 

8/3(日) ● 午前 

● 12:45 

 ホストファミリープログラム 

ワッデン海への船旅、ニシン食べ体験 

ホームステイ 

8/4(月) ● 9:00 

● 19:00 

 

 企業視察、市役所表敬訪問、消防署等 

お別れ会＆バーベキュー 

ホームステイ 

8/5(火) ● 9:00 

● 12:00 

 

● 17:00 

 

 

 

ユトレヒト 

デルフザイル市出発 

ユトレヒト到着、市内視察（オルゴール博物館、 

ディック･ブルーナー･ハウス、ドム塔等）、買物 

ホテル到着、宿泊 

8/6(水) ● 10:50 

● 11:30 

● 15:20 

 

アムステルダム 

ユトレヒト市内で買物、ユトレヒト出発 空港へ 

スキポール空港到着、出国手続 

スキポール空港出発(KL867)  機内泊 

8/7(木) ● 9:30 

● 11:16 

● 12:24 

● 14:16 

関西空港 

 

大阪市 

周南市 

関西国際空港到着、入国手続 

関西国際空港出発(はるか 18 号) 

新大阪駅出発(新幹線ひかり 465 号) 

徳山駅着 
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概略日程 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

デルフザイル市 

友好親善訪問団の名簿 

平成 20 年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  

27
周南市立太華中学校１年 

青木 亮磨 Ryoma Aoki 

29
山口大学教育学部附属光中学校２年 

守岡友加子 Yukako Morioka 

31
周南市立秋月中学校２年 

国次 一真 Kazuma Kunitsugu 

33
山口県立光高等学校２年 

片山早紀子 Sakiko Katayama 

35
山口県立鹿野高等学校３年 

栢原 瞳 Hitomi Kayahara 

37
山口県桜ヶ丘高等学校３年 

松本 昌奈 Akina Matsumoto 

39
周南市教育委員会 生涯学習課 

花野 勝則 Masanori Hanano 

15 
周南市立富田中学校１年 

深來 健一郎 Kenichiro Fukaki 

17 
周南市立岐陽中学校２年 

稗田 麻衣 Mai Hieda 

19 
周南市立岐陽中学校２年 

福谷 洋子 Yoko Fukuya 

21 
周南市立菊川中学校２年 

西村 瞳 Hitomi Nishimura 

23 
周南市立熊毛中学校１年 

藤田 汐理 Shiori Fujita 

25 
周南市立周陽中学校２年 

舩井 美咲 Misaki Funai 

 
 

  

帰国報告会での笑顔 
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思い出のスナップ写真！ 
ここでは、オランダで過ごした８月１日から８月５日までの５日間を 

ご紹介します。  Text 花野 勝則 (団長) 

 

  

8 月1 日 

アムステルダム観光 

●アムステルダム国立博物館を見学し、レンブ
ラント、フェルメールの絵に感動した団員たち。

このごろになるとほとんどの団員がオランダに

来たことを実感した様子で素敵な街並みに「絶

対オランダに住みたい!!」との声が聞こえてき

ました。運河クルーズの時には、オランダ人と

の会話も増えてきました。「写真撮ってくださ

い」。国際交流のスタートです。アムステルダム

では、他にアンネの家を見学したりオランダ家

庭料理の昼食を取りました。 

 

「デルフザイル市」へ 

●アムステルダムからデルフザイル市まではバスで移動しま
した。約３時間です。バスの中(写真 8)では、ゲームを楽しん

だり、お別れ会で歌う歌の練習を行いました。練習後に団員の

口から「一体感を感じたよね」の一言。それを聞いた時にはと

ても嬉しかったし、同時にホストファミリーとも同じ気持ちに

なることを願いました。渋滞があり少し遅れましたが、デルフ

ザイル市には夕方到着しました。音楽隊の演奏が終わるのを待

つ間、ホストフアミリーのフラッシュをたくさん浴びました。

団員たちは緊張状態のまま音楽協会の建物に入り、スプライト

やファンタをいただきました。お世話をされるヨハネスさんか

ら歓迎の挨拶(右上写真)を受けた後、団員の栢原さんによる立

派な挨拶がありました。他の団員もお世話になるホストファミ

リーの前で頑張って自己紹介していました。みんなよく頑張っ

た!!その後はホストファミリーと帰宅しました。 
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1.2／アムステルダム国立博物館前での記念撮

影です。3.4／運河クルーズです。5.6／アムス

テルダムでの昼食です。 

7／到着しすぐにヨハネスさんと握手をしました。 

9／ヨハネスさんからの歓迎挨拶がありました。左は通訳の夏

見さんです。10／到着してほっとする団員たち。 

平成 20 年度 

Delfzijl 
友好親善訪問団 

 

1 

2 4 5 6 

8 9 

7 

3 

10 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

8 月2 日 

午後からのアクティビティ 

●ホストファミリーの家に泊まって最初の
朝を迎えました。涼しい朝です。午前中はそ

れぞれでショッピングなど自由な時間を過ご

し、全員が再会したのは午後になってからで

す。３班に分かれ、大自然の中でのいかだ作

りや田舎ゴルフ(先端が木靴になっている)、

アーチェリーなどを楽しみました。驚いたの

は団員のほとんどが既に水着を着ていたこと

で、もしかして泳ぐの？ 寒いよ？ と思いま

したが、気がつけば「ドボン!!」。無邪気な団

員たちに水の温度なんて関係なしでした。一

瞬一瞬を楽しむ姿は団員とホストファミリー

のわずかに残っている緊張感をほぐしてくれ

ました。当然ながら説明は英語(たまにオラン

ダ語)でしたが、こういった活動の場合、ジェ

スチャーだけでも十分理解できるので、団員

たちは英語を使ったり、心を通じ合わせての

会話をしていました。また、帰る頃にはオラ

ンダ語で「Tot straks（また後で）」が話せる

ようになっていたのはビックリしました。 

 

夕方は交流会です 

●交流会のスタートは、チーズ、ハム
を使ったパンケーキ作りです。バターの

いいにおいとたっぷりの粉砂糖がオラ

ンダ風。これなら日本に帰っても作れる

かも。おいしくいただきました。後半は

オランダ伝統のゲームでしたが、開始

早々「おもしろい!」と早くもオランダ

文化が気に入った様子でした。しかし突

然トイレに駆け込む団員たちの姿・・理

由は「ドロップの早食い」（写真 9）で

す。日本人の口には合わないと言われる

お菓子。私は飲み物とセットでないと食

べれません。そのほか目隠しでパンケー

キを食べたり（写真 11）、過去の写真を

眺め交流を振返る場面があったりと、夜

11 時ごろまで盛り上がりました。 
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1／グループに分かれてい

かだ作りをしました。

2.3.4.5／いかだをこいだ

り、アーチェリー、田舎ゴ

ルフなどを楽しみました。

6／ホストファミリーと一

緒に移動しました。 

7／ホストファミリーとパンケーキを

作りました。8.9.10.11／オランダ伝

統のゲームを楽しみました。 

1 

2 3 

4 5 

6 

7 

1 

8 

10 11

9 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 
 

 

 
 

8 月3 日 

ワッデン海クルーズ 

●温かい午後、デルフザイル港での団
員たちは、すっかり家族に溶け込んでい

ました。気づいたのは写真の笑顔にもあ

るようにホストファミリーの明るい表

情です。交流はお互いの関係作りだとす

ればホストファミリーも私たちと同様

に様々な心の壁を持っていたのかもし

れません。干潮時ではなかったためアザ

ラシは見れませんでしたが、寒い時は暖

めあったり、ジュースで「proost(乾杯)」

したりと親睦を実感した船旅でした。

(船上ではチュッパチャップスをいただ

きましたが、胡椒入りは完食できません

でした。それと添乗員の西嶋さんが蜂に

刺されました。無事でした。） 

 

 

港でのハーリング（生ニシンの丸ごと食べ） 

●港に帰った後は、始めての「ハーリング（生ニシンの丸ごと食べ）」に挑戦しました。
塩漬けしたニシンを玉ねぎと一緒に食べますが、上を向いて口に放り込むのがオランダ

流です。（ただ上を向いたらカメラばかりで恥ずかしかったですが・・・。）やせ我慢し

て「おいしい!」と言いましたが２匹目は無理でした。気がつけば団員たちに「回転寿司

を思い出したらいいよ!」とアドバイスしていました。なぜホストファミリーが食べない

のか不思議でしたが深く考えず、私たちは少しずつオランダ文化を知っていきました。

（中には２匹食べる団員がいました。脱帽です。）その後はそれぞれのホストファミリー

と夕食やボーリングに行ったりと自由な時間を過ごしました。 
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団員全員が一斉にニシンを食べま

した。中にはホストファミリーから

「写真撮れなかったからもう一回

食べて」と言われていました。 

楽しかった船旅です。乗り始めは良

い天気でしたが、次第に風が強くな

り小雨が降ってきました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

消防署を見学 

●市役所の表敬訪問の緊張か
ら解放された団員たちは、消防

署で自然な笑顔を見せていまし

た。「ワー、キャー」青空に向か

っての放水を楽しみました（左

写真）・・・歴史的な建築物の見

学ではなく身近な存在の消防署

の見学でしたが、どんなことに

も興味を示す団員たち。日本と

違う消防車などを熱心に見入る

姿勢は、学ぶ意欲を感じさせ、

オランダでの成長の早さを裏付

けるものでした。いつの間にか

話せるオランダ語も増え「Dank u 

wel（ありがとう）」と感謝の気

持ちを伝えていました。 

 

 

 

 

 
 

8 月4 日 

帝人アラミド社の見学 

●この日は朝から帝人アラミド社の見学
です。デルフザイル副市長も同行されまし

た。工場の説明は日本人の方が日本語で行

いましたが、アラミドファイバーの話は団

員にとっては難しかったようです。一方的

な説明だけでなくフリートークも用意さ

れており「オランダで勉強したい人？」の

質問に８人ぐらいが手をあげたのは喜ば

れました。団員たちの表情からは思いつき

ではない強い意志を感じ、団員たちの１０

年後を想像しました。社員の方は最後に

「今回できなかったこと、行けなかった場

所があるならチャンスです。それを次回の

目標にしながら成長してください。」と話

を締めくくりました。場内見学は大雨で中

止となりその代わり記念撮影がありまし

た。 

 

 

市役所を表敬訪問 

●市役所の表敬訪問では、議会場に副市長や助役の方々、ホ
ストファミリー、団員らが席に座り、まず副市長から歓迎の挨

拶をいただいきました。(写真 2)訪問団からはこれまでの友好

関係の価値と多くの方への感謝の気持ちを丁寧に伝えました。

ツヨシ君のぬいぐるみも大変喜ばれ友好親善に一役かいまし

た。(頭を抱えるポーズの説明は写真を使いました。)その後、

団員たちやホストファミリーが昼食をしている間、助役（教育

担当）の案内で市長室等を見学しました。特に感動したのは、

周南市室に飾られた数々の写真(永源山公園の夢風車など)や

置物です。周南市との関係を大切にされていることが伝わって

きました。また、「芸術の面でも交流を深めたい」との想いに

ついては目頭が熱くなりました。ぜひ叶えたいものです。 
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会議室での記念撮影です。社員の方はとても親切でした。 

1／和やかな記念撮影でした。

3／議会場での昼食は、パン、

チーズ、ハムなどでとてもおい

しかったです。チーズの多さに

ビックリでした。4／放水体験

です。5／消防服を着ました。

1 

2 

3 

4 

5 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 

最後の夜「お別れ会」  

●夕方７時からはお別れ会です。ヨハネスさんは団員たちやホ
ストファミリーへの感謝の気持ちを述べ、「言葉や文化の違いを

乗越えとても良い交流ができた」と振返りました。団員の舩井さ

んも感謝の気持ちを心から伝えることができました。私たちは出

しものとして、日本の歌「世界に一つだけの花」を披露しました。

日本語でしたが曲後半の「LaLaLa～」では全員での合唱となり、

終わりとともに大拍手となりました。みんなよく頑張ったと思い

ます!!青木くんと西村さんの空手披露は緊張感があり、日本文化

の良さを伝えることができました。「2人は戦わないのか？」など

の質問もありました。その他にもホストファミリーと腕を組んで

ダンスをしたり、フルーツバスケット、カラオケをしたりと最後

の夜を時間の許す限り楽しみました。しかし明日はいよいよお別

れの日、団員たちに「悔いのないようにね。」とだけ伝えました。

 

8 月5 日 

デルフザイル市との別れ、家族との別れ 

●出発の日は少し肌寒い朝でした。団員たちはすでに泣いていました。ホ
ストファミリーも泣いていました。ホストファミリーを悲しませたくない

と涙をこらえる人もいました。別れることの寂しさ、たくさんの愛情への

感謝、やり遂げた達成感、もっと勉強してもっと話したかった想い・・・

地球の反対側にできた新しい家族たち。「帰りたくない」「もっといていい

よ」の言葉はバスの出発を遅らせました。多くを学んだ４泊５日。団員た

ちの表情を見ていると、所期の目標であった「ホームステイで交流したい」

「生活を体験したい」「いろんなことを学びたい」などが達成され、団員た

ちに変化があったことを感じ取ることができました。(お別れの際には、ほ

っぺたを左右交互に３回合わせるオランダ流の挨拶もありました。) 
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ホストファミリーと最後の挨拶を交わしました。 

1／「世界に一つだけの花」を歌いました。 

3.4／空手の披露やダンスを楽しみました。 
1 

2 3 4 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

ユトレヒトでの観光 

●３時間かけてユトレヒトに到着しました。まずはパ
ンケーキのランチ。巨大でした。そしてオルゴール博

物館。館内にあったのは永源山公園にあるものと同様

のオルゴールでした。「これ周南市にもあるよね!」と

団員たち。何気に見てきた周南市の風車やオルゴール

ですが、歴史的な価値を知りオランダとの繋がりにつ

いて伝えなければならない使命感を感じました。その

後はミッフィーで有名なディックブルーナハウスに行

ったりと、団員たちはおしゃれな街並みに感動し地元

音楽生の路上演奏に耳を傾けながら、クラスメイトや

家族へのお土産を買いました。夜になりホテルに戻る

と「もう一度ホストファミリーと話したい!!」と数人

の団員。２ユーロを握りしめ駅の公衆電話から伝えき

れなかった気持ちを伝えました。目に涙を浮かべて「相

手の言葉が分からなかった、けど向こうも泣いてい

た」・・・団員たちの素直な表現でした。理解しあうた

めに言葉は必要です。でもその前に心が必要であるこ

とを教えてもらった瞬間でした。明日はいよいよオラ

ンダを出発。この日の夜は、とても長い夜でした。 
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涙をぬぐっての記念撮影でした。 

1／ドム塔が見える広場での記念撮影です。2／ユト

レヒトでのランチは巨大なパンケーキでした。3／デ

ィックブルーナハウスでお土産を買いました。 

1 

2 3 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

3 

4 

2 

３ 

地元紙・ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

掲載内容 

 

 

 

音楽協会ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 地元各紙 

デルフザイル市役所ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

消防署ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ 

2008 デルフザイル市友好親善訪問 |  13 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1 

3 

4 

2 

３ 

Delfzijl Ｍａｐ 
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Delfzij

ぼくのホストファミリー 

スペールマンさんと一緒に 

 

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  

 
 
 
 

一
章 

出
会
い 

｢

ど
ん
な
顔
を
し
て
、
ど
ん
な
あ
い
さ
つ 

を
し
よ
う
か
な
。｣ 

ぼ
く
は
緊
張
し
て
い
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ス

ペ
ー
ル
マ
ン
一
家
は
、
ぼ
く
の
こ
と
を
温
か
く
迎
え
て

く
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。 

そ
の
不
安
は
、
す
ぐ
に
吹
き
と
ん
だ
。 

「
ハ
ー
イ
、
ケ
ン
。
」 

大
き
な
手
を
差
し
出
し
て
く
れ
、
温
か
い
握
手
と
満

面
の
笑
み
で
ぼ
く
を
迎
え
入
れ
て
く
れ
た
。 

 第
二
章 

ず
ぶ
ぬ
れ 

交
流
会
の
中
で
は
、
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
が
一
番
心

に
残
っ
て
い
る
。
サ
バ
イ
バ
ル
ゲ
ー
ム
と
は
、
鋭
い
葉

の
草
原
を
走
り
抜
け
、
丸
太
や
ロ
ー
プ
を
使
い
川
を
渡

り
、
木
の
繁
み
を
か
き
わ
け
て
ゴ
ー
ル
を
目
指
す
ゲ
ー

ム
だ
。
ち
ょ
う
ど
雨
が
降
り
始
め
て
い
て
、
丸
太
の
橋

は
す
べ
り
や
す
く
な
っ
て
い
た
。
案
の
定
、
ぼ
く
だ
け

川
へ
落
ち
て
し
ま
い
、
腰
ま
で
ず
ぶ
ぬ
れ
だ
。
ミ
ス
タ

ー
ス
ペ
ー
ル
マ
ン
も
大
笑
い
。
何
と
恥
ず
か
し
か
っ
た

こ
と
だ
ろ
う
。
で
も
こ
れ
で
一
気
に
み
ん
な
と
の
距
離

も
近
く
な
っ
た
。
ず
ぶ
ぬ
れ
に
あ
っ
た
事
は
、
日
本
の

両
親
に
な
い
し
ょ
に
し
て
お
こ
う
と
思
っ
て
い
た
が
、

そ
の
日
の
う
ち
に
、
ミ
ス
タ
ー
ス
ペ
ー
ル
マ
ン
が
日
本

へ
メ
ー
ル
を
し
て
い
て
、
ぼ
く
の
ず
ぶ
ぬ
れ
の
事
件
は

知
れ
渡
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
後
は
、
い
か
だ
を
作
り
、
川
へ
こ
ぎ
出
た
。 

デルフザイル市友好親善訪問団に参加して 
周南市立富田中学校 １年 

深來 健一郎 
Kenichiro Fukaki  

第
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1 

2 

3 

4 

1 これはディック・ブルー

ナハウスに置いてあったデ

ィック・ブルーナの置物で

す。  

2 これは運河クルーズで通

た運河の前で撮 た写真

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 深來健一郎 

一
度
ぬ
れ
て
い
る
か
ら
、
怖
い
も
の
な
し
。
川
へ
飛

び
込
ん
で
泳
い
だ
。
川
の
水
は
す
ご
く
冷
た
か
っ
た
。

ず
ぶ
ぬ
れ
の
洋
服
や
靴
を
洗
う
こ
と
に
な
り
、
ミ
セ

ス
ス
ペ
ー
ル
マ
ン
に
は
、
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
っ
た
。

ご
め
ん
な
さ
い
。 

デ
ル
フ
ザ
イ
ル
で
過
ご
し
て
分
か
っ
た
事
。
オ
ラ

ン
ダ
に
は
サ
マ
ー
タ
イ
ム
が
あ
り
、
夜
が
長
い
の
で
、

家
族
や
友
人
と
夜
を
楽
し
む
時
間
が
多
い
。
夜
に
、

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
が
あ
っ
た
り
お
し
ゃ
べ
り
タ
イ
ム
が

あ
っ
た
り
、
と
に
か
く
夜
が
長
い
の
だ
。 

写
真
な
ど
で
、
オ
ラ
ン
ダ
に
は
高
い
山
は
な
く
、

広
い
平
原
で
あ
る
の
は
知
っ
て
い
た
が
、
自
分
の
目

で
見
て
、
限
り
な
く
続
く
緑
の
平
原
に
感
動
し
た
。

風
車
も
石
だ
た
み
の
街
並
み
も
調
和
し
て
い
て
、
ぼ

く
の
目
に
深
く
刻
ま
れ
た
。
ま
た
、
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
や

ケ
チ
ャ
ッ
プ
と
い
う
言
葉
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
日
本

へ
入
っ
て
き
た
言
葉
だ
そ
う
だ
。 

第
三
章 

あ
の
笑
顔
を
忘
れ
な
い 

あ
っ
と
い
う
間
の
五
日
間
だ
っ
た
。
ど
の
体
験
も

心
に
深
く
残
っ
て
入
る
。
初
め
は
、
言
葉
が
通
じ
る

か
不
安
だ
っ
た
が
、
知
っ
て
い
る
英
単
語
を
話
し
、

時
に
は
辞
書
を
指
さ
し
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
で
、
ぼ
く

な
り
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
た
と
思
う
。

ス
ペ
ー
ル
マ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
常
に
行
動
を
共
に

し
、
い
つ
も
笑
顔
で
話
し
か
け
て
く
れ
た
。
写
真
も

山
の
よ
う
に
あ
る
。
ど
れ
も
笑
っ
て
い
る
。 

 

お
別
れ
の
時
は
、
や
っ
ぱ
り
涙
が
出
た
。
今
度
は

い
つ
会
え
る
の
だ
ろ
う
。
い
や
、
い
つ
か
き
っ
と
彼

ら
に
会
お
う
と
心
に
決
め
、
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
を
出
発

し
た
。 

思
い
出
す
の
は
、
い
つ
も
笑
っ
て
い
る
あ
の
顔
。

ぼ
く
は
、
あ
の
笑
顔
を
絶
対
に
忘
れ
な
い
。
笑
顔
は

世
界
共
通
だ
か
ら
。 

ダ
ン
ク
・
ウ
ェ
ル
。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

1 

２ 

３ 

４ 

1 デルフザイル市役所前でみんなと記念撮影  

2 消防署での 放水体験  

3 オランダの名物 ニシンを食べる  

4 サバイバルゲーム アーチェリー 
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は
こ
の
九
日
間
で
、
た
く
さ
ん
の
事
を
体
験
し
学 

び
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

オ
ラ
ン
ダ
の
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
に
着
い
た
後
は
ホ
テ
ル

の
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
を
し
て
そ
の
後
夕
食
を
食
べ
ま
し
た
。
初

め
て
の
オ
ラ
ン
ダ
食
だ
っ
た
か
ら
食
べ
方
な
ど
に
戸
惑
い

は
あ
り
ま
し
た
。
で
も
味
が
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す
。 

オ
ラ
ン
ダ
二
日
目
は
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
市
内
視
察
を
し

ま
し
た
。
国
立
博
物
館
で
は
た
く
さ
ん
の
有
名
な
絵
を
見

て
、
記
念
に
ポ
ス
ト
カ
ー
ド
を
買
い
ま
し
た
。
運
河
ク
ル
ー

ズ
は
オ
ラ
ン
ダ
の
景
色
を
た
く
さ
ん
観
る
こ
と
が
で
き
た
。

と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
そ
の
後
は
バ
ス
で
デ
ル
フ
ザ
イ
ル

市
に
行
き
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
し
一
緒
に
帰
宅
し

ま
し
た
。
英
語
が
分
か
ら
ず
大
変
だ
っ
た
け
ど
と
に
か
く
笑

顔
で
い
ま
し
た
。
夜
は
海
を
散
歩
し
た
り
し
て
と
て
も
楽
し

か
っ
た
で
す
。 

三
日
目
は
午
前
中
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
ア
ザ

ラ
シ
を
観
に
行
き
ま
し
た
。
日
本
と
は
飼
育
の
し
方
が
少
し

違
い
ま
し
た
。
ア
ザ
ラ
シ
も
と
て
も
可
愛
か
っ
た
で
す
。
大

き
い
人
形
も
買
っ
て
も
ら
っ
た
。
午
後
は
全
員
が
集
合
し
、

川
や
森
を
使
っ
て
遊
び
ま
し
た
。
綱
わ
た
り
や
丸
太
わ
た

り
、
ゴ
ル
フ
、
ダ
ー
ツ
、
ボ
ー
ト
こ
ぎ
を
し
た
り
し
ま
し
た
。

川
に
落
ち
た
り
し
て
大
変
だ
っ
た
け
ど
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
夕
方
は
み
ん
な
で
パ
ン
ケ
ー
キ
作
り
を
し
た
り
、
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
ゲ
ー
ム
を
し
た
。
こ
の
日
は
と
て
も
た
く

さ
ん
の
人
と
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

四
日
目
は
午
前
中
、
私
が
家
族
あ
て
に
書
い
た
葉
書
き
を

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
次
女
の
シ
モ
ナ
と
自
転
車
で
ポ
ス

ト
に
出
し
に
行
き
ま
し
た
。
午
後
は
船
に
乗
っ
て
ド
イ
ツ
ま

で
行
き
ま
し
た
。 

Delfzij

デルフザイル市友好親善訪問団に参加して 

これはデルフザイル市の市

役所の前で、友達のホストフ

ァミリーと一緒に撮った写

真です。(私は左から２番目)

周南市立岐陽中学校 ２年 

稗田 麻衣 
Mai Hieda  
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私

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

船
の
中
で
は
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
で
話
を
し
た
り
、
外
を
観
た

り
、
Ｕ
Ｎ
Ｏ
を
し
た
り
し
ま
し
た
。
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
港
に
着

い
た
後
帰
宅
し
ま
し
た
。
そ
の
日
の
夜
ご
飯
は
フ
ラ
イ
ド
ポ

テ
ト
と
チ
キ
ン
ナ
ゲ
ッ
ト
み
た
い
な
の
で
し
た
。
量
が
と
て

も
多
か
っ
た
け
ど
す
ご
く
美
味
し
か
っ
た
。 

五
日
目
は
午
前
中
か
ら
集
合
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と

い
っ
た
ん
別
れ
、
帝
人
ア
ラ
ミ
ッ
ド
を
視
察
し
た
。
工
場
見

学
し
た
り
話
を
聞
い
た
り
し
た
。
成
分
の
関
係
が
よ
く
分
か

っ
た
。
た
く
さ
ん
記
念
品
を
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
は
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
合
流
し
市
役
所
内
で
昼
食
を
摂
っ
た
。
午
後

は
家
族
と
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
中
心
街
で
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
し

た
。
お
土
産
を
少
し
買
っ
た
。
夕
方
か
ら
楽
団
事
務
所
で
お

別
れ
会
と
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
が
あ
っ
た
。
お
別
れ
会
で
は
皆
で

｢

世
界
に
一
つ
だ
け
の
花｣

を
歌
っ
た
。
で
き
は
と
て
も
良
か

っ
た
。
音
楽
に
の
っ
て
お
ど
っ
た
り
も
し
た
。
本
当
に
楽
し

か
っ
た
。 

六
日
目
は
早
朝
に
集
合
し
、
す
ぐ
に
お
別
れ
し
バ
ス
に
乗

っ
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
と
お
別
れ
す
る
の
は
と
て

も
悲
し
か
っ
た
。
そ
の
後
は
ユ
ト
レ
ヒ
ト
へ
行
き
オ
ル
ゴ
ー

ル
博
物
館
や
ブ
ル
ー
ナ
ハ
ウ
ス
に
行
っ
た
。
オ
ル
ゴ
ー
ル
は

と
て
も
大
き
く
音
も
大
音
量
で
き
れ
い
で
立
派
だ
っ
た
。
ブ

ル
ー
ナ
ハ
ウ
ス
で
は
た
く
さ
ん
お
土
産
を
買
っ
た
。
ミ
ッ
フ

ィ
ー
ち
ゃ
ん
だ
ら
け
で
と
て
も
可
愛
か
っ
た
。
そ
の
後
ホ
テ

ル
に
行
き
次
の
日
帰
国
し
た
。
こ
の
六
日
間
と
て
も
楽
し
い

日
だ
っ
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
も
優
し
く
て
た
く
さ
ん
思

い
出
が
で
き
た
。
日
本
に
帰
り
た
く
な
い
く
ら
い
本
当
に
楽

し
か
っ
た
。
学
ん
だ
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
生
か
し
て

い
き
た
い
。 

１

２

３ 

４ 

1 これはディック・ブルーナハウスに置いてあったディック・ブルーナの置物です。  

2 これは運河クルーズで通った運河の前で撮った写真です。  

3 これはオルゴール博物館の中のオルゴールの前で撮った写真です。  

4 これは友達のホストファミリーの子と消防署で撮った写真です。 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 稗田麻衣 
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は
、
友
達
に
さ
そ
わ
れ
て
、
国
際
交
流
に
参
加
し 

ま
し
た
。
自
分
は
オ
ラ
ン
ダ
の
こ
と
は
何
も
知
ら

な
い
し
、
英
語
を
話
す
の
も
苦
手
で
し
た
。
そ
し
て
団
員
の

人
た
ち
と
、
仲
良
く
な
れ
る
か
も
心
配
で
し
た
。 

そ
し
て
交
流
会
が
始
ま
り
ま
し
た
が
、
一
日
目
か
ら
、
た

く
さ
ん
の
人
と
友
達
に
な
れ
ま
し
た
。
最
初
心
配
し
て
い
た

こ
と
も
全
部
な
く
な
り
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
で
も
夜
に
は
一
つ

の
部
屋
に
集
ま
っ
て
、
み
ん
な
で
話
し
ま
し
た
。 

翌
日
、
つ
い
に
日
本
を
出
る
時
が
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、

何
よ
り
心
配
だ
っ
た
の
が
離
陸
で
し
た
。
友
達
が
怖
い
よ
と

言
っ
て
い
た
の
で
心
配
で
し
た
。
思
っ
て
い
た
よ
り
は
怖
く

な
か
っ
た
の
で
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
対
面
で
す
。

自
分
の
家
族
は
子
供
が
一
人
の
三
人
家
族
で
し
た
。
と
て
も

や
さ
し
そ
う
な
家
族
な
の
で
安
心
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
や

さ
し
い
分
テ
ン
シ
ョ
ン
も
高
く
て
、
家
で
振
り
ま
わ
さ
れ
て

か
な
り
つ
か
れ
ま
し
た
。
面
会
し
た
次
の
日
、
他
の
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
も
一
緒
に
み
ん
な
で
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
や
ボ
ー
ル
を
こ
ろ
が
し
な
が
ら
進
む
ゲ
ー

ム
も
し
ま
し
た
。
中
で
も
一
番
楽
し
か
っ
た
の
は
カ
ヌ
ー
体

験
で
し
た
。
か
な
り
フ
ラ
フ
ラ
し
て
あ
ぶ
な
っ
か
し
い
と
こ

ろ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
か
ら
お
り
た
後
、
川

に
入
る
か
入
ら
な
い
か
ま
よ
っ
て
い
た
ら
、
突
然
外
人
に
落

と
さ
れ
て
ビ
ッ
ク
リ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
み
ん
な
上
が
っ

て
は
落
と
さ
れ
る
の
く
り
返
し
で
し
た
。
そ
れ
が
と
て
も
楽

し
か
っ
た
の
を
よ
く
お
ぼ
え
て
い
ま
す
。 

次
の
日
、
海
を
船
で
観
光
し
ま
し
た
が
、
ま
い
ち
ゃ
ん
と

し
ー
ち
ゃ
ん
と
自
分
は
よ
い
や
す
か
っ
た
の
で
二
階
へ
行 

 

 

デルフザイル市友好親善訪問団に参加して 

私

Delfzij

ボート乗り場近くの川で取

った写真です。この日はボー

トに乗って観光しました。

(私が左) 

周南市立岐陽中学校 ２年 

福谷 洋子 
Yoko Fukuya  

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  
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き
ま
し
た
。
三
人
で
写
真
を
と
り
合
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
中

学
生
組
で｢

ウ
ノ｣

と
い
う
ゲ
ー
ム
を
し
ま
し
た
。
夢
中
で
や
っ

て
い
た
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
船
は
港
へ
つ
い
て
い
ま
し
た
。 

つ
い
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
も
あ
と
一
日
に
な
り
ま
し
た
。
な
の

で
、
そ
の
日
は
み
ん
な
で
お
わ
か
れ
会
を
し
ま
し
た
。
焼
肉
を

食
べ
た
り
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
ん
だ
り
し
た
後
、
ゲ
ー
ム
で
フ
ル
ー

ツ
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
し
ま
し
た
が
、
外
人
の
方
に
お
そ
わ
れ
て
こ

わ
か
っ
た
で
す
。
ゲ
ー
ム
の
中
で
一
番
き
つ
か
っ
た
の
は
茶
色

の
ヒ
モ
み
た
い
な
物
の
先
の
白
い
物
を
早
く
食
べ
る
と
い
う

ゲ
ー
ム
で
し
た
が
、
そ
れ
が
と
て
も
マ
ズ
く
て
苦
し
か
っ
た
で

す
。 次

の
日
の
朝
、
い
よ
い
よ
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ
で

す
。
泣
い
て
い
る
人
も
た
く
さ
ん
い
ま
し
た
。
バ
ス
に
乗
っ
て

も
ず
っ
と
手
を
振
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
で

買
い
物
や
観
光
を
楽
し
ん
だ
後
、
ま
た
ホ
テ
ル
で
み
ん
な
と
遊

ん
だ
り
し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
ま
い
ち
ゃ
ん
と
自

分
の
部
屋
に
ミ
ッ
キ
ー
と
友
加
子
が
一
緒
に
寝
ま
し
た
。
こ
の

交
流
会
で
一
番
仲
良
く
な
っ
た
の
は
友
加
子
で
し
た
が
、
ベ
ッ

ト
の
上
で
は
、
マ
ク
ラ
と
ふ
と
ん
の
と
り
合
い
が
は
げ
し
か
っ

た
で
す
。
そ
れ
も
楽
し
い
思
い
出
の
一
つ
で
す
。
飛
行
機
で
日

本
へ
着
き
新
幹
線
に
乗
り
ま
し
た
が
ほ
と
ん
ど
の
人
が
つ
か

れ
き
っ
て
寝
て
い
ま
し
た
。
山
口
に
つ
き
い
よ
い
よ
こ
の
国
際

交
流
を
や
っ
て
き
た
み
ん
な
と
も
お
別
れ
し
ま
し
た
。 

 

 
 

１

２

３ 

４ 

1 ホームステイの方々と一緒にオランダとドイツの間にある海の観光をしました。  

2 オランダの町見学でオルゴール博物館に行きたくさんのオルゴールを見ました。  

3 この日は交流会としてホストファミリーの人たちとたくさんのゲームをしました。  

4 デルフザイル市に行く途中の２種類の海の境にある展望台で取った写真です。 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 福谷洋子 
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が
今
回
、
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
を
訪
問
し
て
感
じ
た
こ 

と
は
二
つ
あ
り
ま
す
。 

一
つ
は
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
過
ご
す
時
間
が
短
く

て
も
、
人
は
仲
良
く
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。 

私
の
最
初
の
目
標
は
、
で
き
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
人
と
話

す
こ
と
で
し
た
が
、
実
際
に
行
っ
て
み
る
と
な
か
な
か
難
し

い
も
の
で
し
た
。
英
語
の
単
語
で
何
と
言
え
ば
よ
い
の
か
頭

の
中
に
浮
か
ん
で
こ
な
く
て
と
ま
ど
い
ま
し
た
。
単
語
が
わ

か
れ
ば
、
も
っ
と
た
く
さ
ん
話
せ
た
の
に
と
、
と
て
も
残
念

で
し
た
。
今
回
の
訪
問
で
唯
一
の
後
悔
で
す
。 

し
か
し
、
言
葉
が
通
じ
な
く
と
も
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や

他
の
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
の
方
と
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
デ
ル
フ

ザ
イ
ル
の
方
の
思
い
や
り
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
が
、｢

な

ん
と
か
な
る｣

と
い
う
自
信
の
よ
う
な
も
の
を
も
ち
ま
し

た
。 二

つ
め
は
、
も
っ
と
多
く
の
こ
と
を
学
び
、
知
っ
て
、
も

っ
と
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
な
く
て
は
と
何
度
も
感
じ
ま

し
た
。 

世
界
に
は
私
の
知
ら
な
い
こ
と
、
見
て
な
い
も
の
、
や
っ

て
な
い
こ
と
が
本
当
に
た
く
さ
ん
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

た
と
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
の
大
き
い
河
で
は
舟
み
た
い
に
家

が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
土
地
の
有

効
利
用
だ
な
と
思
う
の
で
す
が
、
新
聞
や
手
紙
は
届
く
の
だ

ろ
う
か
と
疑
問
に
思
い
ま
し
た
。
ま
た
、
食
事
で
甘
い
も
の

を
た
く
さ
ん
と
っ
て
い
ま
し
た
。
甘
い
炭
酸
の
ジ
ュ
ー
ス
を

飲
ん
だ
り
、
ベ
ー
コ
ン
を
い
れ
た
パ
ン
ケ
ー
キ
に
砂
糖
を
か 

 

デルフザイル市 

友好親善訪問団に 

参加して 

私

Delfzij

周南市立菊川中学校 ２年 

西村 瞳 
Hitomi Nishimura  

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  
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け
た
り
す
る
人
が
多
か
っ
た
で
す
。
甘
い
も
の
好
き
の
私
に

と
っ
て
は
、
う
れ
し
い
食
事
で
し
た
。
で
も
、
不
思
議
な
こ

と
に
、
甘
い
も
の
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
い
る
の
に
ス
マ
ー
ト

な
人
が
多
く
て
、
う
ら
や
ま
し
か
っ
た
で
す
。
そ
し
て
、
ワ

ッ
デ
ン
海
の
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
の
と
き
の
こ
と
で
す
が
、
船
に

二
つ
の
国
旗
が
つ
け
て
あ
り
ま
し
た
。
気
に
な
っ
て
聞
い
て

み
る
と
、
国
境
沿
い
に
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
す
る
と
き
は
、
オ
ラ

ン
ダ
と
ド
イ
ツ
の
国
旗
を
つ
け
て
い
な
い
と
銃
で
撃
た
れ

て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
日
頃
の
生

活
で
は
、
国
境
と
い
う
も
の
を
意
識
す
る
こ
と
な
ど
ま
っ
た

く
な
か
っ
た
の
で
、
意
外
で
し
た
。 

世
界
の
全
て
を
知
る
こ
と
は
無
理
だ
け
ど
、
で
き
る
か
ぎ

り
多
く
の
こ
と
を
経
験
し
て
、
多
く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
き

＜オランダで放水体験！＞ 

 消防署の見学をさせてもらいました。実際のホースを使って放

水をさせてもらいました。支えてもらっているにもかかわらず、

ホースはとても重くてこんな重いものをもてるなんて消防士は

どこの国もすごいと思いました。  

 

た
い
と
思
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
中
に
は
、
も
っ
と

も
っ
と
英
語
を
勉
強
す
る
こ
と
、
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
て

今
回
以
上
に
多
く
の
人
と
積
極
的
に
話
し
、
仲
良
く
す
る
こ

と
も
は
い
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
今
回
の
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
の
訪
問
を

通
じ
て
感
じ
た
り
、
考
え
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
て
と
て
も

良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
市
内
観
光
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
過
ご
し
た
時
間
、
ど
れ
も
生
ま
れ
て
は
じ
め

て
の
体
験
で
、
本
当
に
す
ば
ら
し
い
も
の
で
し
た
。
訪
問
団

に
応
募
し
た
と
き
に
、
団
員
に
選
ば
れ
な
い
か
と
い
う
不
安

も
あ
っ
て
、
よ
り
一
層
、
喜
び
を
感
じ
た
九
日
間
で
し
た
。 

 

＜いかだ完成＞ 

 みんなで作ったいかだをいよいよ川に浮かべているところ。こ

のいかだは、乗る時も降りる時も細心の注意を払わないとひっく

り返りそうで、相当怖かったです。でも、とても楽しかったです。

＜おいしい？お菓子で競争＞ 

 早食い競争をしているところです。この黒いヒモ状のものはグ

ミのようなもので、手を使わずに一番先に食べきった人が勝ちで

す。みんな普通に食べていますが味はとても・・・。日本人の口

にはう～ん。帰ってから調べたのですが名前は「ドロップ」。リ

コリスというものが入っていて体には良いそうです。 

＜ワッデン海クルージング＞ 

１ ワッデン海を船でクルージングしました。行きは暖

  かかったのに、帰りは風が強くなってとても寒かっ

たです。ホストマザーのイーダさんがあたためてく

れました。とてもあたたかかったです。  

 

 

＜国旗の前でゲーム＞ 

２ ホストファミリーのみなさんとオランダのコマ遊び

をしているところ。コマを回して小さな溝に小さな

磁石を入れていく遊び。みんなが簡単に入れていく

のに、私は全然はいらなくて悔しい思いをした。 
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回
、
オ
ラ
ン
ダ 

デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
友
好
親
善
訪
問 

団
と
し
て
十
三
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
直
前
に
一

人
の
団
員
が
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
残
念
で
し
た
が
、

十
三
人
元
気
に
訪
問
す
る
こ
と
が
で
き
、
た
く
さ
ん
の
想
い

出
が
で
き
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

私
は
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
の
が
今
回
で
二
回
目
で

す
。
前
回
は
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
行
き
ま
し
た
が
、

二
人
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
今
回
は
一

人
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
と
い
う
こ
と
で
、
と
て
も
緊
張

し
ま
し
た
。
家
族
と
仲
よ
く
で
き
る
だ
ろ
う
か
、
お
兄
ち
ゃ

ん
が
三
人
い
る
け
ど
ど
ん
な
お
兄
ち
ゃ
ん
だ
ろ
う
か
、
と
不

安
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
で
も
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
前
に

メ
ー
ル
の
や
り
取
り
で
、｢

心
配
し
な
く
て
も
大
丈
夫

よ
・
・
・｣

と
書
い
て
あ
り
、
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が
ら
早
く
行

き
た
い
と
い
う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。 

 

 

私
は
、
な
る
べ
く
た
く
さ
ん
の
人
と
話
し
が
し
た
い
と
い

う
思
い
で
オ
ラ
ン
ダ
に
行
き
ま
し
た
。
実
際
、
何
を
言
っ
て

い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
時
も
あ
り
、
ど
う
し
よ
う
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
何
で
も
い
い
か
ら
と
に
か
く

話
そ
う
と
努
力
を
し
、
だ
ん
だ
ん
慣
れ
て
き
た
ら
少
し
ず
つ

言
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
答
え
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
英
語
で
ほ
と
ん
ど
会
話
を
し
ま

し
た
が
、
オ
ラ
ン
ダ
語
で
もJa.

ヤ
ー/Nee

ネ
ー
（
は
い/

い
い
え
）
と
答
え
る
よ
う
に
し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
家
族
に

も
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
思
い
ま
す
。 

 

オ
ラ
ン
ダ
は
日
本
よ
り
も
気
温
が
低
く
、
十
八
度
ぐ
ら
い

で
夏
で
も
と
て
も
す
ず
し
く
、
過
ご
し
や
す
か
っ
た
で
す
。

日
本
に
帰
っ
て
き
た
ら
、
と
て
も
暑
く
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ほ
う

が
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。
食
べ
物
は
あ
ま
り
口
に
合
い 

 

デルフザイル市友好親善訪問団に参加して 

今

Delfzij

周南市立熊毛中学校 １年 

藤田 汐理 
Shiori Fujita  

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  

1 

この写真は、帰国前にホ

ームステイの家族全員で

とった写真です。お父さ

ん、お母さんもとても優

しく、お兄ちゃん達とも

楽しく過ごすことができ

ました。 
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ま
せ
ん
で
し
た
。
パ
ン
は
と
て
も
お
い
し
か
っ
た
け
ど
、
ご

飯
が
食
べ
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は
、
日
本
の
食
べ
物
を

家
族
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
み
そ

汁
を
持
っ
て
行
き
ま
し
た
。
お
母
さ
ん
は
お
い
し
い
と
言
っ

て
い
ま
し
た
が
、
お
兄
ち
ゃ
ん
た
ち
は
今
一
つ
の
顔
を
し
て

い
ま
し
た
。
他
に
日
本
の
お
土
産
と
し
て
、
箸
と
扇
子
・
う

ち
わ
を
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。
扇
子
は
気
に
い
っ
て
も
ら
え

た
よ
う
で
、
お
兄
ち
ゃ
ん
も
使
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
た
ボ
ス
ヘ
ル
家
は
、
大
き
な
農
場
で
小

麦
を
作
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
家
も
と
て
も
大
き
く
、
家

の
周
り
は
川
が
流
れ
て
い
て
、
近
所
の
家
も
見
え
ま
せ
ん
で

し
た
。
自
然
に
い
っ
ぱ
い
囲
ま
れ
て
い
て
住
む
に
は
と
て
も

環
境
の
よ
い
と
こ
ろ
で
し
た
。
長
男
の
ロ
バ
ー
ト
は
、
私
に

ト
ラ
ク
タ
ー
の
運
転
を
さ
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で

は
十
六
歳
ぐ
ら
い
か
ら
運
転
が
で
き
る
そ
う
で
す
。
私
は
ま

だ
十
二
歳
だ
け
ど
運
転
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
と
て
も

大
き
な
ト
ラ
ク
タ
ー
で
怖
か
っ
た
け
ど
、
大
自
然
の
中
で
運

転
す
る
の
は
気
持
ち
が
よ
く
て
楽
し
い
思
い
出
に
な
り
ま

し
た
。 

 

他
に
も
た
く
さ
ん
の
経
験
を
し
ま
し
た
。
い
か
だ
を
作
っ

た
り
、
ハ
イ
キ
ン
グ
を
し
た
り
、
交
流
会
で
は
パ
ン
ケ
ー
キ

を
作
っ
て
み
ん
な
で
食
べ
た
り
、
ど
れ
も
楽
し
い
思
い
出
と

な
り
、
楽
し
い
日
々
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ

か
ら
も
た
く
さ
ん
の
人
と
の
出
会
い
を
大
切
に
し
、
も
っ
と

も
っ
と
世
界
中
の
人
々
に
会
い
、
い
ろ
い
ろ
な
国
に
行
き
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

 

今
回
、
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
企
画
関
係
者
、
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
方
々
に
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

 
 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 藤田汐理 

1 こんなに大きなトラクターでした。 

2 みんなと船に乗って楽しかったです。 

3 ホームステイをした家です。とても大きな家で、私はこの 

一番手前の部屋に泊まりました。 

4 ゆめ風車のモデルとなったエオリスの風車の前でホームステ 

イをした三男のサンダーと写真をとりました。 

 

 
３ 

４ 

1 

２

３ 
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は
、
今
回
の
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
友
好
親
善
訪
問
団 

に
参
加
し
て
、
様
々
な
体
験
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

ま
ず
、
今
ま
で
知
ら
な
か
っ
た
人
と
共
に
行
動
す
る
こ
と

で
す
。
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
て
か
ら
は
、
も
ち
ろ
ん
知
ら
な
い

人
ば
か
り
で
し
た
が
、
そ
れ
以
前
に
こ
の
訪
問
団
の
団
員

と
、
仲
良
く
な
れ
る
か
と
い
う
こ
と
が
不
安
で
し
た
。
け
れ

ど
も
、
初
日
か
ら
意
気
投
合
す
る
こ
と
が
で
き
、
最
終
日
ま

で
良
く
団
結
し
て
行
動
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

デ
ル
ザ
イ
ル
市
に
着
い
て
か
ら
は
、
予
想
以
上
に
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
行
動
す
る
こ
と
が
、
大
変
で
し
た
。
そ
の
家

に
滞
在
さ
せ
て
も
ら
い
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
り
、
初
め
は
ど
う
し
て
も
、
気
を
遣
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
私
の
そ
ん
な
態

度
に
も
、
温
か
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
の
気
持
ち
が
と

て
も
う
れ
し
く
、
本
当
の
家
族
と
同
じ
く
ら
い
、
親
し
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。 

私
は
こ
の
訪
問
で
、
相
手
に
自
分
の
思
い
を
伝
え
、
日
本

と
は
違
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
を
感
じ
る
こ
と
が
、
目
標
で

し
た
。
実
際
に
体
験
し
て
み
る
と
、
使
う
言
葉
が
違
っ
て
も
、

思
い
を
伝
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
簡
単
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。
辞
書
を
使
え
ば
、
英
単
語
は
す
ぐ
に
分
か
る
し
、
私
自

身
が
数
単
語
の
オ
ラ
ン
ダ
語
を
、
少
し
だ
け
覚
え
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
も
、
オ
ラ
ン
ダ
語
・
英

語
を
使
わ
な
く
て
も
、
表
情
や
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
を
使
え
ば
、

思
い
が
伝
わ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
に
、
外
国
人

の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
機
会
は
、
今
後
あ
ま

り
無
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
経
験
を
大
切
に
し
て
い

き
た
い
で
す
。 

 

デルフザイル市 

友好親善訪問団に 

参加して 

私

Delfzij

周南市立周陽中学校 ２年 

舩井 美咲 
Misaki Funai  

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  

1 クルージングの写真。

ホストファミリー全員

ととりました。 

2 市役所訪問の写真。 

プレゼントされたＣＡ

Ｐをかぶりました。 1 

２ 
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ま
た
、
オ
ラ
ン
ダ
の
文
化
と
日
本
の
文
化
に
つ
い
て
も
、

し
っ
か
り
と
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
と
日

本
で
は
、
食
文
化
・
生
活
習
慣
な
ど
、
様
々
な
面
か
ら
違
い

が
で
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
ど
ち
ら
の
国
の
文
化
も
、
そ
れ

ぞ
れ
の
国
の
個
性
や
特
徴
が
生
か
さ
れ
て
い
て
、
す
ば
ら
し

い
と
思
い
ま
す
。
中
で
も
、
私
が
一
番
興
味
を
持
っ
た
の
は
、

街
の
中
の
、
植
物
の
多
さ
で
す
。
私
達
が
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
体
験
し
た
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
は
、
緑
が
多
い
と
こ
ろ
で
し

た
。
ス
キ
ポ
ー
ル
空
港
の
近
く
に
は
、
畑
が
広
が
っ
て
い
た

し
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ホ
テ
ル
の
周
り
に
は
、
多
く
の
木

が
生
え
て
い
ま
し
た
。
街
の
中
に
も
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
木
や

花
の
植
木
鉢
が
置
い
て
あ
り
、
植
物
の
多
さ
を
感
じ
ま
し

た
。
私
が
、
一
番
お
ど
ろ
い
た
こ
と
が
、
街
灯
の
周
り
に
花

を
咲
か
せ
て
い
た
こ
と
で
す
。
私
の
家
の
近
く
の
街
灯
は
、

ど
れ
も
暗
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
の
で
、
こ
ん
な
街
灯
に
変
わ

っ
た
ら
、
華
や
か
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
周
南
市
も
、

オ
ラ
ン
ダ
の
よ
う
に
植
物
い
っ
ぱ
い
の
市
に
な
れ
ば
良
い

と
考
え
ま
し
た
。 

こ
の
よ
う
に
、
私
は
こ
の
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
友
好
親
善
訪

問
団
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
こ
と
を
経
験
・
学
び
、

自
分
な
り
の
考
え
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
全
て
が
、

良
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
日
常
生
活
に
お

い
て
も
、
学
ん
だ
こ
と
は
、
生
か
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
か
ら
も
今
回
の
よ
う
な
交
流
の
場
に
、
進
ん
で

参
加
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

2 

3 

4 

3 ホストファミリーとの 

写真。 

4 消防署見学の写真。 

ホストファミリーのお 

父さんにヘルメットを 

かぶせてもらいました。

5 交流会の写真。オランダ 

のゲームを教えてもら 

いました。 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 舩井美咲 

３ 

４５ 
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ル
フ
ザ
イ
ル
の
楽
団
事
務
所
に
つ
く
と
、
そ
こ
に 

は
、
オ
ラ
ン
ダ
名
産
の
木
靴
を
は
い
た
音
楽
団

と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
待
っ
て
い
た
。 

ぼ
く
に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
期
待
と

不
安
が
入
り
混
じ
っ
た
中
で
の
出
会
い
だ
っ
た
。 

お
母
さ
ん
と
、
長
男
ロ
ビ
ー
、
次
男
ニ
コ
ー
、
三
人
が
住

む
家
の
ホ
ー
ヴ
ィ
ン
家
が
、
こ
れ
か
ら
お
世
話
に
な
る
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
だ
っ
た
。 

家
に
着
く
と
、
リ
ビ
ン
グ
に
は
、
習
字
や｢

秋
吉
台｣

の
扇

子
が
一
番
に
目
に
入
っ
た
。
ホ
ー
ヴ
ィ
ン
家
は
日
本
好
き

で
、
服
も
日
本
の
物
を
着
て
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
日
本
語

に
直
す
本
や
機
械
を
持
っ
て
い
た
。
日
本
か
ら
の
お
み
や
げ

を
渡
す
と
、
日
本
語
で｢

あ
り
が
と
う｣

と
言
っ
て
く
れ
た
。

そ
の
後
、
車
で
市
場
に
行
き
、
的
当
て
を
し
て
楽
し
ん
だ
。

ロ
ビ
ー
の
働
い
て
い
る
保
険
会
社
も
案
内
し
て
も
ら
っ
た
。

ロ
ビ
ー
の
机
は
大
き
く
、
和
む
よ
う
な
雰
囲
気
で
、
三
階
か

ら
の
景
色
は
、
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
が
一
望
で
き
た
。
夕
日
が
街

を
照
ら
し
、
街
全
体
が
輝
い
て
見
え
た
。 

二
日
目
の
朝
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
、
博
物
館
に
連
れ

て
い
っ
て
く
れ
た
。
思
う
よ
う
に
話
せ
な
い
け
ど
、
少
し
で

も
相
手
に
気
持
ち
を
伝
え
る
為
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
表
現
し

た
り
、
笑
っ
た
り
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
昼
の
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
は
、
草
が
痛
く
て

苦
労
し
、
川
渡
り
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
方
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
皆
が
楽
し
む
こ
と
が
で
き
た
。
い
か
だ
で
は
、
乗
っ
て

い
た
一
人
が
川
に
落
ち
る
と
、
あ
と
の
三
人
も
川
に
飛
び
こ

ん
で
、
寒
か
っ
た
け
ど
気
持
ち
良
か
っ
た
。
弓
矢
は
、
難
し

か
っ
た
け
ど
、
う
ま
く
い
け
ば
、
ハ
イ
タ
ッ
チ
し
て
喜
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。 

 
 

デルフザイル市 

友好親善訪問団に 

参加して 

デ

Delfzij

周南市立太華中学校 １年 

青木 亮磨 
Ryoma Aoki  

1 

 
 

２ 

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団 1 

１ 

1 ホストファミリーホ 

ーヴィン家の人々と 

町の市場で  

2 ぼくが泊まった部屋 

で 長男ロビーとギ 

ターゲームで盛り上 

がった。 
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三
日
目
は
、
ロ
ビ
ー
と
ニ
コ
ー
と
の
ギ
タ
ー
ゲ
ー
ム
が
楽

し
く
て
、
時
間
が
過
ぎ
る
の
も
忘
れ
て
夢
中
に
な
っ
た
。
ボ

ー
リ
ン
グ
で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
子
供
の
友
達
が
で
き
、
オ
ラ

ン
ダ
語
で｢

が
ん
ば
れ｣

と
い
う｢

コ
ム
オ
プ｣

を
使
っ
て
会

話
が
は
ず
ん
だ
。 

四
日
目
の
市
役
所
で
は
、
副
市
長
さ
ん
達
と
食
事
を
し

て
、
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
の
帽
子
を
も
ら
っ
た
。
さ
ら
に
そ
こ
で

は
、
ロ
ビ
ー
と
ニ
コ
ー
の
お
母
さ
ん
が
働
い
て
い
て
、
市
役

所
の
中
を
奥
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
た
。
お
別
れ
会
で
は
、

空
手
や
ゲ
ー
ム
、
歌
を
披
露
し
て
、
焼
肉
を
み
ん
な
で
食
べ
、

た
く
さ
ん
の
人
と
踊
っ
て
夜
お
そ
く
ま
で
楽
し
ん
で
い
た
。 

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

と
、
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
中
、
ロ
ビ
ー
が
映
し
て
く
れ
た
デ
ジ
タ

ル
カ
メ
ラ
の
画
像
の
Ｃ
Ｄ
を
も
ら
っ
た
。
明
日
の
別
れ
を
考

え
る
と
、｢

も
う
少
し
こ
こ
に
い
た
い｣

と
心
か
ら
思
っ
た
。 

別
れ
は
悲
し
く
辛
か
っ
た
け
ど
、
笑
顔
で
と
決
め
て
い
た

か
ら
、
涙
を
こ
ら
え
た
。 

オ
ラ
ン
ダ
の
夏
は
夜
十
時
ま
で
明
る
く
、
人
々
は
早
く
仕

事
を
終
え
、
家
族
と
の
時
間
を
大
切
に
す
る
と
い
う
風
習
が

あ
っ
た
。
そ
の
家
族
の
ぬ
く
も
り
が
あ
っ
た
か
ら
、
ぼ
く
は
、

す
ぐ
に
な
じ
む
こ
と
が
で
き
た
の
だ
と
思
う
。
ロ
ビ
ー
が
近

年
中
に
来
日
す
る
と
聞
い
た
の
で
、
再
会
を
楽
し
み
に
し
て

い
る
。 

見
た
風
景
、
出
会
っ
た
人
々
、
ホ
ー
ヴ
ィ
ン
家
で
過
ご
し

た
時
間
、
す
べ
て
が
忘
れ
ら
れ
な
い
感
動
の
九
日
間
と
な
っ

た
。 

 

2 

3 

4 

3 オランダ風パンケー 

キを焼いて、みんな 

で食べた。 

4 市場で次男ニコーと 

的当てをして、楽し 

んだ。 

5 消防署で放水体験 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 青木亮磨 

３ 

４５ 

28  |  2008 デルフザイル市友好親善訪問 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

       

が
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
て
み
て
今
心
に
の
こ
っ
て
い 

る
こ
と
の
一
つ
目
は
初
め
て
オ
ラ
ン
ダ
の
人
に
自

分
の
気
持
ち
を
伝
え
た
と
き
の
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
運
河
ク

ル
ー
ズ
の
船
に
乗
っ
た
と
き
、
席
が
同
じ
に
な
っ
た
オ
ラ
ン

ダ
の
人
に
「
一
緒
に
写
真
を
撮
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
伝
え
た

こ
と
で
し
た
。
私
は
「Excuse me

」
と
知
ら
な
い
人
、
し

か
も
オ
ラ
ン
ダ
の
人
に
言
う
の
が
と
っ
て
も
不
安
だ
っ
た

け
ど
が
ん
ば
っ
て
言
っ
て
み
る
と
す
ぐ
に
こ
っ
ち
を
向
い

て
く
れ
て
ち
ょ
っ
と
安
心
し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
知
っ
て
い

るpicture

やtogether

の
英
単
語
を
連
発
し
て
言
っ
て

み
た
け
ど
、
な
か
な
か
伝
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
ジ
ェ
ス
チ
ャ

ー
を
し
た
ら
な
ん
と
か
自
分
の
気
持
ち
を
オ
ラ
ン
ダ
の
人

に
伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
伝
わ
っ
た
と
き
は
こ
れ
だ

け
の
こ
と
な
の
に
な
ん
か
と
っ
て
も
う
れ
し
く
て
、
一
番
印

象
に
残
っ
て
い
ま
す
！  

二
つ
目
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
て
い
る
と
き
の
朝
食
で
私

が
パ
ン
に
チ
ョ
コ
ス
プ
レ
ー
を
ち
ょ
っ
と
ず
つ
か
け
て
い

た
と
き
の
こ
と
で
す
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
が
「NO

」
と
突
然

笑
い
な
が
ら
ド
バ
ッ
と
皿
い
っ
ぱ
い
に
チ
ョ
コ
を
か
け
て

く
れ
ま
し
た
。
私
は
ビ
ッ
ク
リ
し
た
け
れ
ど
と
て
も
嬉
し
く

て
感
激
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
と
っ
て
も
優
し

く
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。 

三
つ
目
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら

っ
た
フ
ロ
ー
ニ
ン
ゲ
ン
と
い
う
と
こ
ろ
の
町
並
み
で
す
。
ア

ム
ス
テ
ル
ダ
ム
や
ユ
ト
レ
ヒ
ト
と
は
ち
が
い
私
が
思
い
描

い
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
町
並
み
そ
の
も
の
で
し
た
。
建
物
の

一
番
上
の
窓
辺
か
ら
ジ
ュ
ー
ス
を
飲
み
な
が
ら
見
た
景
色

は
と
て
も
か
わ
い
く
て
最
高
で
し
た
。
で
も
カ
メ
ラ
を
持
っ 

デルフザイル市友好親善訪問団に参加して 

私

Delfzij

山口大学教育学部附属光中学校 2年 

守岡 友加子 
Yukako Morioka   

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  
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ム家)の家の前で記念撮影!
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て
行
く
の
を
忘
れ
て
写
真
に
撮
れ
な
か
っ
た
の
が
と
て
も

残
念
で
し
た
。 

そ
し
て
ち
ょ
っ
と
苦
い
思
い
出
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
交

流
会
で
の
ゲ
ー
ム
で
食
べ
た
ね
ず
み
の
グ
ミ
や
ワ
ッ
デ
ン

海
へ
の
船
旅
を
し
た
あ
と
に
食
べ
た
ニ
シ
ン
な
ど
、
私
が
ニ

ガ
テ
な
食
べ
物
を
食
べ
た
あ
と
に
「
写
真
が
撮
れ
な
か
っ
た

か
ら
も
う
一
度
食
べ
て
」
と
い
わ
れ
て
食
べ
さ
せ
ら
れ
た
こ

と
で
す
。
私
に
と
っ
て
は
け
っ
こ
う
き
つ
か
っ
た
で
す
。
で

も
オ
ラ
ン
ダ
の
人
は
「
ヤ
ミ
ヤ
ミ
ー
」
と
言
っ
て
食
べ
て
い

た
の
で
食
文
化
の
違
い
に
び
っ
く
り
で
し
た
。 

ま
た
食
べ
物
の
事
で
い
え
ば
、
私
が
食
べ
て
み
た
い
と
強

く
思
っ
て
い
た
本
場
オ
ラ
ン
ダ
の
チ
ー
ズ
。
実
際
食
べ
て
み

 
 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 守岡友加子 

1 ワッデン海への船旅のあと二度たべさせられた生のニシン！ 

2 運河クルーズの船で出会って初めて会話をしたオランダの人たち！ 

3 ワッデン海への船旅の後、ホストファミリーとその友人の家族と 

レストランで！ 

4 ホストファミリーのお母さんの運転でホームステイ先の人達とド 

ライブに出かけた運河の橋の上！ 

 

 

４ 

４ 

1 

２

３ 

る
と
日
本
の
チ
ー
ズ
よ
り
味
が
濃
く
て
お
い
し
く
て
や
っ

ぱ
り
本
場
は
イ
イ
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
の
家
の
冷
蔵
庫
に
大
き
い
チ
ー
ズ
が
そ
の
ま
ま
入
っ
て

い
た
の
に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。 

私
は
日
本
へ
帰
っ
て
来
た
今
で
も
オ
ラ
ン
ダ
の
こ
と
が

忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。「
今
オ
ラ
ン
ダ
は
何
時
だ
ろ
う
？
」
な

ど
と
、
い
つ
も
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
私
の
あ
こ
が
れ
て
い

た
オ
ラ
ン
ダ
は
と
っ
て
も
ス
テ
キ
な
と
こ
ろ
で
し
た
。
こ
の

訪
問
に
参
加
で
き
た
こ
と
を
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。
絶

対
ま
た
い
き
ま
す
！ 

２ 

１
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ル
フ
ザ
イ
ル
を
後
に
し
て
、
し
み
じ
み
と
心
に
感 

じ
た
の
は｢

出
会
い｣

の
素
晴
ら
し
さ
だ
。
こ
の
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
で
は
、
数
え
き
れ
な
い
ほ
ど
の
出
会
い
が
あ
っ

た
。 日

本
を
離
れ
、
家
族
と
別
れ
て
一
人
と
な
っ
た
僕
に
、
あ

る
日
小
さ
な
試
練
と
い
う
べ
き
出
来
事
が
起
き
た
。
そ
の

時
、
自
分
が
い
か
に
小
さ
く
弱
い
存
在
で
あ
る
か
を
思
い
知

ら
さ
れ
、
さ
ら
に
、
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
の
雄
大
さ
に
の
み
込
ま

れ
そ
う
な
気
分
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
事
に
よ
っ
て
、
僕

の
心
の
支
え
と
な
る
大
切
な
人
達
に
気
付
く
事
が
で
き
た
。

そ
れ
は
、
こ
こ
で
出
会
っ
た
、
僕
を
笑
わ
し
て
く
れ
た
全
て

の
団
員
と
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
の
人
々
で
す
。
僕
は
笑
顔
の
力
は

万
国
共
通
だ
と
思
う
。
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
同
じ
嬉
び

や
、
楽
し
さ
を
笑
い
合
え
る
事
は
と
て
も
幸
せ
な
事
だ
と
思

う
。
特
に
僕
の
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
お
母
さ
ん
は
常
に
笑

顔
を
た
や
さ
な
い
人
で
ジ
ョ
ー
ク
が
と
て
も
お
も
し
ろ
い

人
で
し
た
。
父
さ
ん
は
家
族
の
大
黒
柱
と
し
て
し
っ
か
り
家

族
や
僕
等
を
見
て
く
れ
た
人
で
双
子
の
兄
弟
は
僕
と
積
極

的
に
僕
と
接
し
て
く
れ
て
妹
は
僕
等
と
常
に
遊
ん
で
く
れ

た
り
し
て
く
れ
た
や
さ
し
い
人
で
一
番
上
の
兄
は
兄
さ
ん

と
し
て
最
後
ま
で
楽
し
く
ふ
れ
あ
っ
て
く
れ
た
人
。
こ
の
ブ

ラ
ー
ウ
家
は
五
日
間
本
当
に
楽
し
い
日
々
と
感
じ
ま
し
た
。

心
に
し
み
る
優
し
さ
が
、
ブ
ラ
ー
ウ
家
に
あ
ふ
れ
て
い
た
と

僕
は
思
う
。
あ
の
時
の
涙
は
、
自
分
の
た
め
、
人
の
た
め
、

大
切
な
人
達
の
た
め
、
も
っ
と
強
く
な
ろ
う
と
決
意
さ
せ
た

瞬
間
だ
っ
た
。 

い
つ
の
日
か
、
ま
た
言
葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
も
う
一
度
会
っ
て
そ
の
時
の 

デルフザイル市友好親善訪問団に参加して 

デ

Delfzij

国立博物館で芸術鑑賞 

(私は中央です) 

周南市立秋月中学校 ２年 
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平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  
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気
持
ち
を
伝
え
た
い
。 

あ
の
お
別
れ
会
で
歌
っ
た｢

世
界
に
一
つ
だ
け
の
花｣

。
今

も
忘
れ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
事
だ
ら
け
で
あ
る
。 

こ
の
広
い
地
球
で
国
を
も
越
え
て
出
会
え
た
事
は
奇
跡

だ
。｢

め
ぐ
り
あ
い｣

は
素
晴
ら
し
い
。
僕
に
と
っ
て
の｢

巡

り
会
い｣

は｢

恵
り
会
い｣

で
も
あ
る
。
僕
は
こ
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
で
様
々
な
出
会
を
通
し
た
。
ま
ず
は
団
員
皆
に
会
い
団

員
一
人
一
人
と
話
し
た
り
し
た
。
次
に
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
人
と
出
会
い
話
し
た
り
し
た
。
そ
し
て
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
で

は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
出
会
い
交
流
を
深
め
た
り
し
た

涙
を
流
し
た
り
し
た
日
々
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
一
番
さ
び
し

か
っ
た
の
は
別
れ
が
と
て
も
つ
ら
く
な
っ
て
い
た
。 

 

で
も
こ
の
出
会
い
は
、
僕
に
と
っ
て
貴
重
な
宝
と
な
っ
た

と
僕
は
思
う
。
こ
ん
な
に
も
い
い
経
験
が
で
き
る
こ
と
は
そ

う
な
い
。
僕
は
今
回
の
国
際
交
流
の
お
か
げ
で
英
語
が
好
き

に
な
り
ま
し
た
。
英
語
を
人
前
で
言
う
機
会
が
あ
ま
り
な
い

が
国
を
は
な
れ
て
言
っ
た
り
で
き
て
僕
は
こ
の
た
く
さ
ん

の
出
会
い
等
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
良
い
経
験

を
で
き
た
事
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

 

 

１

２

３ 

４ 

1 ホストファミリーの人々が僕に忘れられない思い出を与えてくれました。  

2 これはホームステイ先の家です。この家は３００年も続いてる由緒ある家だそうです。  

3 たくさんの運河を目に焼きつけよう！  

4 思いを広げ いざオランダへ 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 国次一真 

平成20年度 

Delfzijl 
友好親善 

訪問団  
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Delfzij

ユトレヒトにて。ユトレヒト

にはゴシック建築などがあり

昔のままの建物がたくさん立

ち並んでいてとてもきれいな

街でした。 

 

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  

 
 
 
 

本
に
帰
っ
て
来
た
時
、
現
実
に
戻
さ
れ
た 

感
じ
が
し
た
。
本
当
に
あ
の
一
週
間
は
夢

の
よ
う
な
一
週
間
だ
っ
た
か
ら
。 

オ
ラ
ン
ダ
に
着
い
た
日
、
早
速
街
を
歩
い
て
み
た
。

オ
ラ
ン
ダ
の
建
物
や
景
色
は
全
部
感
動
で
き
て
、
ど
こ

を
切
り
取
っ
て
も
絵
に
な
り
そ
う
な
と
て
も
素
敵
な

国
だ
と
思
っ
た
。
街
を
歩
く
だ
け
で
す
ご
く
嬉
し
く

て
、
十
三
時
間
の
フ
ラ
イ
ト
も
全
く
苦
に
な
ら
ず
、
時

差
ボ
ケ
も
、
疲
れ
も
感
じ
な
か
っ
た
。
今
回
オ
ラ
ン
ダ

に
訪
問
し
て
、
以
前
よ
り
更
に
オ
ラ
ン
ダ
が
好
き
に
な

っ
た
。 

Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
の
工
場
に
見
学
に
行
っ
た
時
、「
将

来
オ
ラ
ン
ダ
に
住
み
た
い
人
は
い
ま
す
か
？
」
と
質
問

さ
れ
た
。そ
の
質
問
に
対
し
て
、ほ
と
ん
ど
の
人
が「
住

み
た
い
。」
と
手
を
挙
げ
た
。
こ
の
時
、
み
ん
な
も
私

と
同
じ
よ
う
に
オ
ラ
ン
ダ
に
魅
力
を
感
じ
た
ん
だ
な
、

と
思
っ
た
。
周
南
市
と
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
は
遠
く
離
れ

て
い
る
け
れ
ど
同
じ
会
社
が
あ
っ
て
、
そ
の
会
社
の
長

い
友
好
関
係
な
ど
の
お
か
げ
で
、
こ
う
し
て
私
た
ち
が

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
き
た
。
他
に
も
、
い
ろ
ん
な
人
の
お

か
げ
で
オ
ラ
ン
ダ
に
行
け
た
こ
と
を
し
っ
か
り
噛
締

め
て
感
謝
し
な
い
と
い
け
な
い
な
、
と
思
っ
た
。
例
え

ば
一
緒
に
同
行
し
て
下
さ
っ
た
花
野
さ
ん
は
じ
め
、
西

嶋
さ
ん
や
通
訳
さ
ん
達
は
私
た
ち
の
為
に
い
つ
も
一

生
懸
命
協
力
し
て
下
さ
っ
た
り
、
い
ろ
ん
な
事
を
教
え

て
下
さ
っ
た
。
他
に
も
お
金
を
出
し
て
く
れ
た
両
親
や

い
ろ
ん
な
人
に
お
世
話
に
な
っ
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
感

謝
し
た
い
。 

デルフザイル市友好親善訪問団に参加して 
山口県立光高等学校 ２年 

片山 早紀子 
Sakiko Katayama  

日
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1 

2 

3 

4 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 片山早紀子 

を
難
し
く
し
た
。
当
た
り
前
だ
け
ど
現
地
で
の
生
活
は

ほ
ぼ
オ
ラ
ン
ダ
語
。
そ
こ
で
、
私
は
あ
い
さ
つ
と
自
己

紹
介
は
オ
ラ
ン
ダ
語
で
言
え
る
よ
う
に
本
を
見
て
勉

強
し
た
。
伝
わ
っ
た
時
は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
し
、
や

っ
ぱ
り
、
オ
ラ
ン
ダ
語
を
使
う
と
す
ご
く
喜
ば
れ
て
、

自
分
自
身
、
少
し
で
も
意
思
疎
通
が
出
来
た
、
と
い
う

達
成
感
が
あ
っ
た
。
で
も
、
時
々
全
く
理
解
で
き
な
く

て
す
ご
く
悔
し
い
思
い
を
し
た
。
出
発
す
る
前
、
壮
行 

会
で
目
標
と
し
て
い
た
「
た
く
さ
ん
の
人
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
」
と
い
う
こ
と
が
達
成
で
き
て 

  

３ 

３ 

４ 

3 最後の日に行ったチーズ専門のお店。お店の人がわざわざ帽子を持ってきてく

れました。それに、私がどのチーズを買おうか迷っていたら、チーズを切って

試食させてくれたり、サービスがすごかったです。本場のチーズはとてもおい

しくて、チーズ大好きな私にとってはとても幸せな旅でした。♪ 

 

4 乗ってみました！(.∀.)３つタイヤが付いていてかなりバランスはいいんだ 

けど、初めて乗ったので全くうまくこげず・・・。自転車というより椅子がそ

のままついた三輪車みたいな感じでした。足が短くてペダルにうまく届かず、

全然進まない。(‘－`)しかも目つぶってるし。(笑) 

 

な
い
な
、
と
感
じ
て
と
て
も
悔
し
か
っ
た
。
会
話
が
か

み
合
っ
て
な
い
こ
と
が
一
番
悲
し
い
。
だ
か
ら
こ
れ
か

ら
私
は
英
語
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
ラ
ン
ダ
語
も
今
か
ら
身

に
つ
け
て
、
い
つ
か
ま
た
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
た
り
、
も

し
く
は
住
ん
だ
り
で
き
た
と
き
に
不
便
に
な
ら
な
い

よ
う
勉
強
し
よ
う
と
決
心
し
た
。 

私
は
今
回
オ
ラ
ン
ダ
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
す
る
事
が

出
来
て
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
。
失
敗
す
る
こ
と
の

大
切
さ
や
周
り
の
人
へ
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
な
い

こ
と
な
ど
、
当
た
り
前
の
こ
と
だ
け
ど
い
ろ
ん
な
こ
と

が
勉
強
に
な
っ
た
。
初
の
海
外
旅
行
が
こ
ん
な
に
楽
し

い
旅
行
に
な
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
私
は
こ
れ

か
ら
先
、
こ
の
貴
重
な
思
い
出
を
一
生
忘
れ
な
い
。
そ

し
て
こ
れ
か
ら
も
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
と
周
南
市
の
友

好
関
係
が
長
く
続
い
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。 

  

１ 

２ 

ま
た
、
こ
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
経
験
し
て
私
は
す
ご

く
人
の
優
し
さ
に
ふ
れ
る
こ
と
が
出
来
た
。
初
対
面
で

も
現
地
の
人
達
は
積
極
的
に
話
し
か
け
て
く
れ
て
、
ま

る
で
今
ま
で
面
識
が
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
接
し
て
く

れ
た
。
そ
う
い
う
人
た
ち
の
お
か
げ
で
私
も
す
ぐ
打
ち

解
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
が
皆
明
る
く
て
日
々
の
生
活
を
エ
ン

ジ
ョ
イ
し
て
い
る
な
、
と
感
じ
た
。
現
地
の
人
た
ち
は

い
つ
も
笑
顔
で
す
ご
く
元
気
を
く
れ
た
。 

し
か
し
、
時
々
言
葉
の
壁
が
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン 

４ 

1 オランダに行って初めて撮ってもらった写真。ホ 

テルの周りを散策していると川の近くにたくさん 

のアヒルがいました。他にも広い土地などでは牛 

や馬、羊などが放牧されているのをよく見ました。 

 

2 ホームステイ先のおじいちゃんが自転車で家にや

ってきました。日本ではみたことないスタイルの

自転車でした。めずらしい・・・ 
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月
三
十
日
、
こ
の
日
か
ら
オ
ラ
ン
ダ
へ
の
旅
が
始 

ま
り
ま
し
た
。
海
外
へ
行
く
と
い
う
実
感
は
あ
ま

り
湧
か
ず
緊
張
気
味
で
し
た
が
、
み
ん
な
と
和
ん
で
い
く
う

ち
に
緊
張
も
ほ
ぐ
れ
て
い
き
ま
し
た
。 

三
一
日
、
関
西
空
港
か
ら
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
ス
キ
ポ
ー

ル
空
港
へ
到
着
し
、
ホ
テ
ル
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。
飛
行
機

で
十
三
時
間
も
か
か
り
疲
れ
ま
し
た
が
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム

の
美
し
い
景
色
で
疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
し
た
。 

 

八
月
一
日
、
ホ
テ
ル
で
の
朝
食
は
美
味
し
か
っ
た
の
で
す

が
、
味
の
ほ
と
ん
ど
が
濃
か
っ
た
気
が
し
ま
す
。
水
は
日
本

の
方
が
甘
い
と
感
じ
ま
し
た
。
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
は
色
々

な
建
築
物
が
見
ら
れ
、
マ
ン
シ
ョ
ン
は
日
本
と
違
い
各
戸
に

テ
ン
ト
が
付
い
て
い
た
り
、
カ
ラ
フ
ル
な
外
観
の
も
の
が
多

か
っ
た
で
す
。
自
転
車
も
多
く
専
用
道
路
も
あ
り
ま
し
た
。

そ
し
て
夕
方
、
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
に
到
着
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
と
初
め
て
対
面
し
、
歓
迎
会
で
の
代
表
挨
拶
も

あ
っ
た
の
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

は
私
達
が
緊
張
し
て
い
る
の
を
察
知
し
、
色
々
な
と
こ
ろ
に

連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た
り
話
で
和
ま
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

 

二
日
、
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
お

土
産
を
買
い
ま
し
た
。
夕
方
の
サ
バ
イ
バ
ル
は
大
変
で
し
た

が
夜
の
パ
ー
テ
ィ
は
盛
り
上
が
り
大
満
足
で
し
た
。 

 

三
日
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ザ
ー
が
昔
の
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
の
話
を

し
て
く
れ
、
周
辺
の
ド
ラ
イ
ブ
に
連
れ
て
行
っ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
み
ん
な
と
船
に
乗
り
ド
イ
ツ
の
方
ま
で
行

き
、
生
の
ニ
シ
ン
に
玉
葱
を
つ
け
て
食
べ
ま
し
た
。
生
臭
く

て
味
が
濃
か
っ
た
で
す
。 

デルフザイル市 

友好親善訪問団に 

参加して 

Delfzij

山口県立鹿野高等学校 ３年 

栢原 瞳 
Hitomi Kayahara 

1 

２ 

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  

1 お別れパーティー 

にてホームステイ 

先のブラーウウ家 

と共にホストファ 

ミリー  

2 アムステルダムの 

空港で偶然に出会 

ったオリンピック 

選手 
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七



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

3 

4 

3 生のニシンを試食 

しているところ 

4 アムステルダムの 

ホテルでの朝食 

5 アムステルダムの 

マンション 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 栢原瞳 

３ 

４５ 

  

四
日
、
朝
か
ら
Ｔ
Ｅ
Ｉ
Ｊ
Ｉ
Ｎ
の
工
場
見
学
を
し
、
市
役

所
と
消
防
署
に
行
き
ま
し
た
。
お
別
れ
パ
ー
テ
ィ
で
は
歌
や

ゲ
ー
ム
も
楽
し
め
、
最
後
の
ダ
ン
ス
で
は
本
当
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
明
日
帰
る
の
か
と
思
う
と
、
と
て
も
悲
し
く
て

時
間
の
早
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
夜
遅
く
ま
で
ホ
ス

ト
ブ
ラ
ザ
ー
の
部
屋
で
色
々
な
話
を
し
た
の
で
英
語
力
が

上
達
し
た
と
思
い
ま
す
。 

 

五
日
、
朝
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
別
れ
が
と
て
も
早
か

っ
た
気
が
し
ま
す
。
そ
の
後
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
ホ
テ
ル
に
向
か

い
ま
し
た
。 

 

六
日
、
朝
か
ら
み
ん
な
で
ユ
ト
レ
ヒ
ト
の
街
を
歩
き
ま
し

た
。
と
て
も
綺
麗
な
街
並
み
で
、
人
も
多
か
っ
た
で
す
。
そ

の
後
空
港
へ
行
き
、
偶
然
に
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
に
出
会

い
ま
し
た
。
握
手
と
写
真
も
一
緒
に
撮
っ
て
も
ら
っ
た
の
で

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 

 

七
日
、
日
本
に
到
着
し
ま
し
た
。
行
き
よ
り
帰
り
の
時
差

ぼ
け
が
酷
く
、
一
日
が
と
て
も
短
く
感
じ
ま
し
た
。
特
に
湿

気
の
多
さ
が
不
快
に
感
じ
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
か
ら
は
時

差
ぼ
け
の
影
響
で
し
ば
ら
く
毎
日
眠
い
日
が
続
き
ま
し
た
。 

 

今
回
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
は
、
本
当
に
貴
重
な
体
験
で
し

た
。
今
後
も
こ
の
経
験
を
生
か
し
て
国
際
交
流
の
機
会
が
あ

れ
ば
進
ん
で
参
加
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
オ

ラ
ン
ダ
は
私
に
と
っ
て
是
非
ま
た
訪
れ
た
い
国
と
な
り
ま

し
た
。 
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ず
最
初
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
も
の
は
私
に
と 

っ
て
本
当
に
興
味
深
く
て
、
今
回
の
オ
ラ
ン
ダ
へ

の
旅
が
で
き
た
こ
と
を
本
当
に
心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
私
は
、
言
葉
の
壁
を
こ
え
、
世
界
中
の
人
と
仲
良
く

し
た
い
、
そ
の
国
の
文
化
や
歴
史
に
触
れ
、
本
当
の
自
分
と

出
会
い
た
い
と
思
う
。 

一
日
目
か
ら
長
い
飛
行
を
経
て
オ
ラ
ン
ダ
の
大
地
を
踏

み
、
ま
ず
感
動
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
次
の
日
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
と
観
光
に
わ
く
わ
く
と
期
待
を
胸
に
ぐ
っ
す
り
ね
む

れ
ま
し
た
。
次
の
日
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
を
観
光
し
て
、
歴
史

を
学
び
ま
し
た
。
レ
ン
ブ
ラ
ン
ト
と
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
絵
を

見
て
、
感
極
ま
り
涙
し
ま
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
の
英
雄
た
ち
が

歩
い
た
奇
跡
に
生
で
ふ
れ
る
体
験
に
、
改
め
て
す
ご
い
な
と

感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
で
初
め
て
の
出
会
い
、
ま
さ
き
さ
ん
と

な
つ
み
さ
ん
に
出
会
い
ま
し
た
。
す
ご
く
優
し
い
方
で
オ
ラ

ン
ダ
で
の
生
活
や
言
葉
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
う

い
う
時
な
ん
だ
か
オ
ラ
ン
ダ
に
近
づ
け
た
感
じ
が
し
ま
し

た
。 そ

し
て
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
み
な
さ
ん
方
と
の
対
面
会
、

こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
外
人
に
か
こ
ま
れ
た
の
は
初
め
て

の
こ
と
だ
か
ら
緊
張
し
っ
ぱ
な
し
で
し
た
。
私
の
家
族
は
四

人
で
し
た
。
そ
の
家
庭
で
四
日
間
も
過
ご
す
の
は
不
安
だ
っ

た
け
ど
そ
れ
が
ふ
っ
と
ぶ
く
ら
い
優
し
い
方
々
で
し
た
。
大

勢
で
す
ご
す
こ
と
が
多
か
っ
た
日
々
で
し
た
。
カ
ヌ
ー
や
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
の
時
は
、
み
ん
な
で
協
力
し
合
い
成
し
と
げ

た
こ
と
、
言
葉
が
通
じ
な
く
て
も
、
笑
っ
た
り
喜
ん
だ
り
す

る
と
、
向
こ
う
も
分
か
る
み
た
い
で
ニ
コ
ッ
と
し
て
く
れ
ま

す
。
そ
ん
な
時
、
や
っ
ぱ
り
同
じ
人
間
だ
な
と
思
っ
た
し
、 

デルフザイル市 

友好親善訪問団に 

参加して 

ま

Delfzij

山口県桜ヶ丘高等学校 ３年 

松本 昌奈 
Akina Matsumoto 

1 

 

２ 

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  

1 デルフザイルの小さな

店街でお祭りがあった

から行きました。ここ

ではオランダの伝統的

な踊りを見てぶらぶら

しました。街中みんな

ここに来ていてオラン

ダの人はノリがいいと

思った。  

2 市役所で市長さんに会

った。オランダに行け

たのも市長さん達のお

かげ。だからここでの

写真は意外にすごく貴

重です。 
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1 3 

4 

3 生のニシンを試食して

いるところ 4 アムステ

ルダムのホテルでの朝食 

5 アムステルダムのマン

ション 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 松本昌奈 

３

５ 

４ 

も
っ
と
仲
良
く
な
り
た
い
と
思
っ
た
。
パ
ン
ケ
ー
キ

パ
ー
テ
ィ
ー
の
時
あ
る
二
人
の
兄
弟
と
出
会
い
ま

し
た
。
二
人
は
日
本
が
大
好
き
で
話
し
て
い
た
ら
十

分
で
大
好
き
に
な
っ
て
ま
し
た
。
公
用
語
は
英
語

で
、
英
語
が
分
か
ら
な
く
て
も
身
振
り
手
振
り
で
伝

え
て
く
れ
て
、
あ
れ
は
す
ご
く
嬉
し
か
っ
た
。
気
づ

い
た
こ
と
が
オ
ラ
ン
ダ
語
で
話
す
こ
と
が
向
こ
う

は
嬉
し
が
っ
て
い
ま
し
た
。
だ
か
ら
み
ん
な
で
覚
え

て
会
話
し
て
い
ま
し
た
。
次
の
日
は
船
に
の
り
、
ダ

ー
ン
と
い
う
子
ど
も
に
会
い
ま
し
た
。
す
っ
ご
く
か

わ
い
く
て
ハ
グ
と
か
し
て
い
た
ら
、
私
に
絵
を
か
い

て
く
れ
ま
し
た
。
何
で
か
わ
か
ん
な
い
け
ど
す
ご
く

あ
っ
た
か
い
気
持
ち
に
な
れ
ま
し
た
。
お
別
れ
パ
ー

テ
ィ
ー
の
時
、
歌
っ
た｢

世
界
に
一
つ
だ
け
の
花｣

み
ん
な
に
伝
わ
る
よ
う
に
心
を
こ
め
て
歌
っ
た
。
ゲ

ー
ム
も
ダ
ン
ス
も
み
ん
な
が
一
丸
と
な
っ
て
一
つ

の
何
か
を
や
り
と
げ
た
み
た
い
に
達
成
感
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
つ
い
に
お
別
れ
の
日
、
私
は
、
車
に
の

っ
て
み
ん
な
の
元
へ
む
か
っ
た
。
お
り
た
瞬
間
み
ん

な
の
感
じ
が
違
う
の
は
一
瞬
で
分
か
っ
た
。
私
は
誰

よ
り
も
先
に
泣
い
た
。
自
分
で
も
不
思
議
な
く
ら
い

泣
い
た
。
そ
れ
ほ
ど
深
か
っ
た
ん
だ
と
思
う
。
胸
が

い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。
マ
ザ
ー
、
レ
ナ
、
ニ
コ
ー
、

ロ
ビ
ー
、
み
ん
な
の
顔
を
見
る
と
離
れ
た
く
な
い
と

思
っ
た
。
そ
し
て
み
ん
な
と
抱
き
合
い
別
れ
た
。
み

ん
な
が
私
た
ち
に
手
を
振
っ
て
く
れ
て
い
た
光
景
、

一
生
忘
れ
な
い
。
本
当
に
み
ん
な
い
い
人
達
で
し

た
。 

 

今
回
の
旅
は
、
た
だ
の
旅
じ
ゃ
な
い
。
し
い
て
言

う
な
ら
、「
輝
か
し
い
奇
跡
」
だ
。
自
分
の
小
さ
さ

を
知
っ
た
旅
、
可
能
性
は
最
大
限
に
あ
る
、
ま
た
頑

張
れ
る
、
パ
ワ
ー
を
く
れ
た
旅
。
色
ん
な
も
の
を
吸

収
し
た
旅
。
素
顔
に
触
れ
た
旅
だ
っ
た
。
本
当
の
自

分
に
ま
さ
に
出
会
え
た
、
こ
ん
な
の
今
ま
で
に
な
い

ま
れ
な
経
験
を
し
た
。 

そ
し
て
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い
や
別
れ
を
体
験
し

た
。
知
ら
な
か
っ
た
。
人
と
の
出
会
い
や
別
れ
で
こ

ん
な
に
も
自
分
を
大
き
く
す
る
な
ん
て
。
人
の
人
生

を
変
え
て
し
ま
う
な
ん
て
。 

旅
を
終
え
る
と
、
何
故
か
人
に
優
し
く
し
た
く
な

る
。
あ
っ
た
か
い
気
持
ち
に
な
る
。
文
化
や
歴
史
、

自
然
や
大
地
、
人
々
の
優
し
さ
、
オ
ラ
ン
ダ
が
大
好

き
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
最
高
の
仲
間
に
出
会

え
た
旅
。
オ
ラ
ン
ダ
人
だ
っ
た
り
、
旅
の
メ
ン
バ
ー

だ
っ
た
り
、
出
会
っ
た
時
間
は
短
い
け
ど
貴
重
な
体

験
を
し
た
も
の
同
士
、
一
緒
に
笑
い
、
泣
き
、
幸
福

し
、
感
動
し
あ
っ
た
仲
、
ど
ん
な
に
離
れ
て
い
て
も
、

言
葉
の
壁
は
あ
っ
て
も
、
一
生
の
仲
間
に
な
っ
た
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
を
「
絆
」
っ
て
言
う
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。
ま
た
絶
対
行
き
た
い
し
、
住
み
た
い
で
す
。

改
め
て
参
加
で
き
た
こ
と
に
感
謝
で
す
。 

 

オ
ラ
ン
ダ
に
行
く
前
と
行
っ
た
後
、｢

全
然
表
情

が
違
う｣

っ
て
花
さ
ん
に
言
わ
れ
、｢

あ
っ
き
ー
は
こ

れ
か
ら
も
っ
と
大
き
く
な
る
よ｣

と
言
わ
れ
、
こ
れ

か
ら
が
楽
し
み
で
す
。 

本
当
に
本
当
に
多
く
を
学
び
ま
し
た
。 

３

3 ニシンを食べた。まぁまぁでした。帰国してか 

らテレビで見たけど、市場ではすごい流行って 

るらしいです。 

4 ボーリングに行ってみんなで騒いで楽しかった!! 

マザーが超ノリノリで動きとかすさまじかった。 

今思い出しても笑えます。リョーマと花さんと 

「オランダ語で会話する」の本を見て頑張った 

気がします!!(笑)  

5 やっと終わったゴルフから帰ってきたときの写真。 

このときみんなとの仲が縮まったと思う。みんな 

よく頑張ったね～ 
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ル
フ
ザ
イ
ル
市
は
、
歴
史
を
重
ん
じ
、
温
か
で
ゆ 

と
り
の
あ
る
ま
ち
。
そ
し
て
と
て
も
親
切
な
人
た

ち
が
住
み
、
工
業
の
成
長
と
環
境
を
考
え
た
未
来
を
創
造
す

る
ま
ち
。
私
た
ち
は
そ
ん
な
素
敵
な
場
所
で
精
い
っ
ぱ
い
の

交
流
を
し
て
き
ま
し
た
。
別
れ
際
で
の
「
お
互
い
の
涙
」
や

「
た
く
さ
ん
の
思
い
出
」
は
両
市
の
友
好
親
善
が
成
功
し
た

こ
と
の
証
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

た
だ
、
十
九
年
の
交
流
の
歴
史
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
都

度
「
関
係
を
育
ん
で
い
か
な
い
限
り
」「
感
謝
の
気
持
ち
を

伝
え
あ
わ
な
い
限
り
」
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。
団
員
た
ち
の
自
然
体
で
一
生
懸
命
な
姿

は
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
距
離
を
近
く
し
、
交
流
を
よ

り
一
層
深
い
も
の
に
し
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
十
九
年
前
に

両
市
が
蒔
い
た
友
好
の
種
は
、
今
で
は
、
お
互
い
の
理
解
や

協
力
に
よ
っ
て
、
す
ば
ら
し
い
花
を
咲
か
せ
て
お
り
ま
す

し
、
今
回
の
団
員
た
ち
に
よ
っ
て
更
に
大
き
な
花
に
な
っ
た

こ
と
を
心
か
ら
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
事
業
は
子
供
た
ち
の
「
人
生
を
変
え
る
」
事

業
で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
現
に
団
員
た
ち
の
進
路
に
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
団
員
た
ち
は
、
地
球
の
反
対
側
で
初
対

面
の
外
国
人
と
生
活
し
、
言
語
や
文
化
、
思
考
や
思
想
が
異

な
る
環
境
下
で
、
自
ら
の
目
標
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
き
ま
し

た
。
私
は
、
団
員
た
ち
の
目
標
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
団
員
た
ち
の
自
発
的
な
学
習

意
欲
に
伴
う
行
動
力
に
た
だ
驚
く
ば
か
り
で
、
自
ら
の
目
標

を
達
成
す
る
だ
け
で
な
く
、
全
て
の
団
員
が
、
こ
の
度
の
経

験
を
通
じ
て
、
日
本
で
の
自
分
と
比
較
し
、
新
し
い
自
分
の

価
値
観
の
創
造
や
目
標
設
定
が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

確
信
し
て
お
り
ま
す
。 

デルフザイル市 

友好親善訪問団に参加して 

デ

Delfzij

周南市教育委員会 生涯学習課 

花野 勝則 
Masanori  Hanano 

1 

２ 

平成20年度 

Delfzijl
友好親善 

訪問団  

1 ホストファミリーのスミス 

夫妻です。出会ってすぐに３ 

人で祭りに行きました。手に 

持っているのはパンケーキ。 

砂糖とバターがたっぷり!お 

いしかったです。 

2 素晴らしき団員たちとお世話 

になった通訳の夏見さん、添 

乗員の西嶋さんです。 

 
 

２ 
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右
ペ
ー
ジ
上
の
写
真
は
、
大
変
良
く
し
て
く
れ
た
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
ス
ミ
ス
夫
妻
（
ヘ
ン
ク
さ
ん
と
ウ
ィ
リ
ィ
さ

ん
）
で
す
。
初
日
か
ら
デ
ル
フ
ザ
イ
ル
市
の
歴
史
や
地
形
な

ど
を
ド
ラ
イ
ブ
し
な
が
ら
教
え
て
く
だ
さ
り
、
風
力
発
電
な

ど
の
環
境
対
策
や
オ
ラ
ン
ダ
の
低
地
対
策
、
十
二
世
紀
の
教

会
の
保
護
や
文
化
財
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
或
い
は
、
ス

ミ
ス
夫
妻
の
余
暇
の
過
ご
し
方
な
ど
様
々
な
こ
と
を
教
え

て
下
さ
い
ま
し
た
。
当
然
女
性
に
対
す
る
真
摯
な
行
動
に
つ

い
て
も
で
す
。
私
が
ス
ピ
ー
チ
を
す
れ
ば
ウ
イ
ン
ク
で
Ｏ
Ｋ

サ
イ
ン
を
く
れ
た
こ
と
は
二
人
の
愛
情
を
感
じ
ま
し
た
。
短

い
期
間
で
し
た
が
と
て
も
安
心
し
て
過
ご
せ
た
こ
と
に
心

か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
、
団
長
の
立
場
で
団
員
た
ち
の
変
化
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
こ
と
を
幸
せ
に
思
い
ま
す
。
教
育
事
業
の
成

果
が
表
れ
る
の
に
一
定
の
時
間
を
要
す
こ
と
か
ら
、
今
回
の

団
員
た
ち
が
ど
う
成
長
し
て
い
く
の
か
、
長
い
間
見
守
る
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
団
員
の
み
ん

な
が
体
験
し
た
多
く
の
こ
と
が
、
来
る
べ
く
未
来
に
向
け

て
、
自
分
自
身
の
成
長
や
自
分
を
含
む
多
く
の
人
た
ち
の
成

長
、
そ
し
て
両
市
の
成
長
に
結
び
つ
く
こ
と
を
切
に
望
ん
で

い
ま
す
。
け
ん
ち
ゃ
ん
、
ま
い
、
よ
う
こ
、
ひ
っ
と
ん
、
し

ー
ち
ゃ
ん
、
ミ
ッ
キ
ー
、
り
ょ
う
ま
、
ゆ
か
こ
、
カ
ズ
マ
、

さ
ー
ち
ゃ
ん
、
ひ
と
み
ん
、
あ
っ
き
ー
、
み
ん
な
が
十
年
後

に
ど
う
変
身
し
て
い
る
の
か
大
変
楽
し
み
で
す
。 

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
全
て
の
経
験
が
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
、
人
づ
く
り
に
役
立
ち
ま
す
し
、「
国
際
交
流
」
と

い
う
視
点
を
得
た
こ
と
を
「
成
長
の
機
会
」
に
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
関
係
す
る
す
べ
て
の
方
に
感
謝
し
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。(

ダ
ン
ク 

ウ
ェ
ル) 

 

 
 

 
 
 

3 

4 

3 副市長と助役との友好 

親善写真です。ネクタ 

イはヨハネスさんから 

頂いたもので、デルフザ 

イル市の刺繍が入って 

います。 

4 特にお世話になった音 

楽協会のヨハネスさん 

です。地域づくりのヒン 

トを教えてくださいま 

した。 

5 スピーチの後にツヨシ 

君のぬいぐるみをプレ 

ゼントしました。写真を 

使って説明しました。 

□ デルフザイル市友好親善訪問団 | 花野勝則 

３ 

４

３ 

５ 
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3 

2 帰国報告会・同窓会の写真 

報告会が始まる前の写真です。 

深來 健一郎 

稗田 麻衣 

福谷 洋子 西村 瞳 藤田 汐理 

舩井 美咲 青木 亮磨 守岡 友加子 

国次 一真 片山 早紀子 栢原 瞳 
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松本 昌奈 

花野 勝則 報告会が終わってからの写真です。 

さっそく同窓会を開きました。 
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3 

4 

2 

３ 

ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨ 修了証書 
田舎ゴルフ、いかだづくり、ロープ渡り、アーチェリー体験など (８月２日実施) 
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